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3　2月14日に犬飼小学校通山分校の閉校記念式典が、同じく2月21日に長谷小学
校の閉校記念式典が行われました。
　地域とともに歩み、笑顔と元気な声を届け続けた通山分校に長谷小学校。みん
なから惜しまれつつ、長い歴史に幕を閉じました。

たくさんの思い出をありがとう

市内５校の小学校が閉校………………………………２～４
軽自動車・バイクの廃車手続きについて、
　　　ケーブルテレビ宅内工事の指定工事店募集………５
統合病院の姿について、人権・同和啓発コーナー ……６～７
トピックス………………………………………………８～11



者
や
就
学
前
の
児
童
の
保
護
者
に
対
し
て
、

廃
校
な
ら
び
に
耐
震
診
断
結
果
に
つ
い
て

の
説
明
会
な
ど
を
実
施
。
廃
校
後
の
通
学

方
法
な
ど
に
つ
い
て
幾
度
も
協
議
を
重
ね
、

小
学
校
統
廃
合
へ
の
理
解
を
求
め
、
平
成

22
年
4
月
閉
校
と
な
り
ま
し
た
。
緒
方
の

３
小
学
校
は
対
等
の
統
廃
合
に
よ
り
、
現

緒
方
小
学
校
は
閉
校
と
し
、
新
た
な
緒
方

小
学
校
と
な
り
ま
す
。

　

昨
年
５
月
以
降
、
各
小
学
校
に
、
平
成

22
年
4
月
の
統
廃
合
に
向
け
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
自

治
委
員
、
学
校
か
ら
な
る
統
廃
合
協
議
会

を
立
ち
上
げ
て
い
た
だ
き
、
閉
校
事
業
や

跡
地
利
用
に
つ
い
て
な
ど
協
議
い
た
だ
き

ま
し
た
。
実
行
委
員
会
に
お
い
て
は
、
記

念
誌
、
記
念
碑
建
立
、
閉
校
式
典
等
の
企

画
、
準
備
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
こ
れ
ま
で
深

い
ご
理
解
と
絶
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

閉
校
に
当
た
り
、
５
校
の
校
長
先
生
方

に
、
開
校
当
時
や
現
在
の
様
子
な
ど
に
つ

い
て
、
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
紹
介

し
ま
す
。

閉
校
に
至
る
ま
で

　

小
学
校
の
児
童
数
が
減
少
し
て
い
く
中
、

豊
後
大
野
市
教
育
委
員
会
は
、
平
成
20
年

8
月
に
﹁
豊
後
大
野
市
立
小
学
校
の
統
廃

合
に
つ
い
て
の
基
本
方
針
及
び
統
廃
合
計

画
﹂
を
策
定
・
決
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

同
年
9
月
、
市
議
会
に
、
上
緒
方
小
学
校
、

小
富
士
小
学
校
、
長
谷
小
学
校
、
犬
飼
小

学
校
通
山
分
校
の
、
市
内
４
校
の
統
廃
合

計
画
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
議
会
へ
の
説
明
以
降
、
児
童
の
保
護

　

明
治
６
年
、
緒
方
学
校
と
し
て
創
設
さ

れ
、
１
年
ご
と
に
下
自
在
、
越
生
、
井
上

を
移
転
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
校
改

正
に
伴
い
、
馬
場
尋
常
小
学
校
を
創
設
。

仮
校
舎
が
善
照
寺
と
あ
り
、
当
時
の
児
童

数
は
、
不
確
か
で
す
が
１
０
０
人
程
度
と

思
わ
れ
ま
す
。
平
成
22
年
３
月
ま
で
の
卒

業
生
総
数
は
、
６
０
５
８
人
。

　

現
在
、
「
笑
顔
い
っ
ぱ
い
・
あ
い
さ
つ

い
っ
ぱ
い
・
友
だ
ち
い
っ
ぱ
い
」
を
校
訓

に
、
２
０
１
名
の
児
童
が
元
気
に
通
学
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
地
域
に
根
ざ
し
た

信
頼
さ
れ
る
、
開
か
れ
た
学
校
」
を
目
指

す
学
校
像
と
し
て
、
て
く
て
く
隊
・
青
色

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
は
じ
め
と
す
る
安
全
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
の
も
と
、
安
心
し
て

登
下
校
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
を
は
じ
め
と
し

て
、
美
ナ
ス
栽
培
、
ひ
ょ
う
た
ん
づ
く
り
、

平
和
学
習
、

パ
キ
ス
タ

ン
と
の
交

流
、
書
写

指
導
、
読

み
聞
か
せ

等
々
、
さ

ま
ざ
ま
な

分
野
で
、

地
域
の
方

々
を
お
招

き
し
、
地

域
人
材
の

積
極
的
な
活

用
を
通
し
て

教
育
効
果
を

あ
げ
て
い
ま

す
。

　

４
月
か
ら
は
、
上
緒
方
小
・

小
富
士
小
と
統
合
し
て
、
新
た
な
緒
方
小

学
校
が
誕
生
し
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長

い
歴
史
と
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
新
し
い
一
歩
を
踏
み

出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

３
月
12
日

（金）
に
閉
校
記
念
式
典
を
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
�
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
�

平
成
22
年
４
月
閉
校
と
な
る
学
校

上
緒
方
小
学
校

小
富
士
小
学
校

緒
方
小
学
校

長
谷
小
学
校

犬
飼
小
学
校
通
山
分
校

緒方小学校校舎

緒
方
小
学
校
の
新
し
い
校
歌
が
で
き
ま
し
た

　

歌
詞　

菊
地
紀
雄
さ
ん
（
緒
方
町
徳
田
）

　

作
曲　

渋
谷　

毅
さ
ん
（
東
京
都
）

※ 

渋
谷
先
生
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
子
ど
も
番
組﹃
お
か
あ
さ
ん
と

い
っ
し
ょ
﹄に
作
品
を
提
供
し
て
い
て「
チ
�
ン
マ
ゲ

マ
ー
チ
」、「
ボ
ク
の
ミ
�
ク
ス
ジ
�
ー
ス
」な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　

４
月
の
緒
方
小
学
校
の
開
校
式
に
は
全
員
で

歌
え
る
よ
う
に
練
習
を
始
め
ま
す
。

市
内
の
５
小
学
校
が
閉
校
へ

－

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を

あ
り
が
と
う

校　

長　

井  

陽
二
郎

児
童
数　

２
０
１
人

緒
方
小
学
校
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覧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
全
校
児

童
24
名
と
極
小
規

模
校
で
す
が
、
子

ど
も
た
ち
は
、
今

年
度
行
っ
た
、
地

域
と
の
合
同
の
運

動
会
を
立
派
に
成

功
さ
せ
る
な
ど
、

全
力
で
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

冬
原
学
校
か
ら

数
え
て
、
１
３
０

年
余
り
の
歴
史
を

持
つ
上
緒
方
小
学

校
は
、
本
年
度
を

も
っ
て
閉
校
と
な

り
ま
す
が
、
全
国

に
散
ら
ば
る
卒
業

生
・
地
域
の
方
々

の
心
の
中
に
ず
っ

と
思
い
出
と
し
て

残
り
続
け
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

小
富
士
小
学
校
は
、
今
か
ら
１
３
６
年

前
（
明
治
6
年)

、
小
富
士
村
の
田
良
原

に
小
宛
小
学
校
と
し
て
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

簡
易
学
校
・
尋
常
小
学
校
と
時
代
に
よ
り

名
前
は
変
わ
り
、
ま
た
、
高
等
小
学
校
・

青
年
学
校
…
と
学
校
を
併
設
し
て
い
っ
た

よ
う
で
す
。
今
の
長
迫
に
移
っ
た
の
は
明

治
21
年
で
す
。

改
革
か
ら
で

も
１
４
０
０

名
以
上
と

な
り
ま
す
。

（
そ
れ
以

前
は
、
さ

ま
ざ
ま
な

学
校
名
で

の
卒
業
で

さ
ら
に
多

く
の
方
が

卒
業
し
て

い
ま
す
。
）

　

現
在
全
校

15
名
で
す
。
し

か
し
、
小
富
士
の

地
域
の
子
ど
も
た

ち
に
普
通
教
育
を
！
と
い

う
熱
い
思
い
は
今
も
流
れ
て

い
ま
す
。
15
人
で
も
数
百
人
で
も
変
わ
ら

ぬ
地
域
の
方
々
の
支
援
を
い
た
だ
い
た

１
３
６
年
間
で
し
た
。

　

2
月
28
日
に
閉
校
式
典
を
行
い
、
3
月

31
日
を
も
っ
て
閉
校
し
ま
す
。
あ
と
少
し

と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
に
楽
し
い
思
い
出
を
残

す
事
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

15
名
の
子
ど
も
た
ち
が
希
望
を
持
っ
て
４

月
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
ス
タ
ー
ト
で
き

る
よ
う
に
、
全
校
で
、
今
、
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

　

上
緒
方
小
の
前
身
は
、
明
治
７
年
の
冬
原

学
校
で
す
。
そ
の
後
、
明
治
20
年
に
徳
田

簡
易
学
校
と
な
り
、
さ
ら
に
、
明
治
25
年

に
は
上
緒
方
尋
常
小
学
校
に
。
そ
し
て
、
明

治
41
年
に
小
学
校
令
が
改
正
さ
れ
尋
常
科

6
カ
年
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
ま
で
の
卒
業
生
の
総
数
は
、
そ
の

時
か
ら
数
え
て
４
０
０
０
名
あ
ま
り
。
今

年
度
の
６
年
生
は
、
１
０
１
回
目
の
卒
業

生
と
な
り
ま
す
。

　

上
緒
方
小
は
祖
母
の
懐
に
抱
か
れ
、
自

然
豊
か
な
地
域
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
自
然

豊
か
な
地
域
に
生
ま
れ
た
夭よ
う

折せ
つ

の
歌
人

「
徳
田
白
楊
」
も
本
校
の
卒
業
生
の
一
人

で
す
。
学
校
で
は
、
こ
の
夭
折
の
歌
人
を

し
の
び
、
十
数
年
前
か
ら
全
校
で
短
歌
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
方
々
も
参
加
し
た

歌
集
「
や
ま
な
ら
し
」
は
現
在
ま
で
に

１
４
４
号
の
発
刊
と
な
り
、
地
域
に
も
回

上緒方小学校校舎

運動会での一輪車競技

　

戦
後
、
緒

方
町
と
合
併

す
る
ま
で
は
、

片
ヶ
瀬
（
竹

田
市
）
も
一

緒
で
し
た
か

ら
全
校
児
童

も
随
分
た
く

さ
ん
だ
っ
た

よ
う
で
す
。

全
校
児
童
・

生
徒
・
青
年

ま
で
数
百
人

が
こ
の
運
動

場
で
遊
び
ま

し
た
。

　

卒
業
生
は
、

戦
後
の
学
制

上
緒
方
小
学
校

校　

長　

多
田  

典
生

児
童
数　

24
人

小
富
士
小
学
校

校　

長　

大
塚  

由
美

児
童
数　

15
人

小富士小学校校舎
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校　

長　

米
光 

か
ず
み

児
童
数　

12
人

長
谷
小
学
校

や
「
分
校
鍋
」
を
始
め
と
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
に
は
保
護
者
や
多
く
の
地
域
の

方
々
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
分
校
な
ら
で

は
の
温
か
い
雰
囲
気
の
中
で
、
児
童
は
生

き
生
き
と
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

多
い
と
き
は
50
名
以
上
の
児
童
が
在
籍

し
、
地
域
の
方
々
に
愛
さ
れ
、
輝
か
し
い

伝
統
を
築
い
て
き
た
通
山
分
校
も
、
児
童

数
の
減
少
に

よ
り
、
平
成

22
年
３
月
31

日
を
も
っ
て

閉
校
す
る
こ

と
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ

ま
で
ご
支
援

い
た
だ
い
た

多
く
の
皆
さ

ま
に
心
よ
り

お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

長
谷
小
学
校
の
前
身
は
、
学
制
が
公
布

さ
れ
た
翌
年
の
明
治
6
年
に
設
立
さ
れ
た

柴
北
小
学
校
で
す
。
明
治
19
年
に
小
学
校

令
が
公
布
さ
れ
、
明
治
22
年
に
長
谷
簡
易

学
校
と
改
称
し
ま
し
た
。
当
時
は
1
日
3

時
間
授
業
で
、
読
書
・
作
文
・
習
字
・
算

術
の
4
科
目
、
修
業
年
限
は
３
ヵ
年
で
し

た
。
し
か
し
、
家
事
手
伝
い
で
就
学
す
る

者
が
少
な
く
、
学
費
や
生
計
に
事
欠
く
よ

う
で
し
た
。

　

児
童
数
が
一
番
多
か
っ
た
の
は
昭
和
34

年
で
４
５
５
名
も
い
ま
し
た
。
卒
業
生
は

平
成
19
年
ま
で
で
４
０
０
７
名
で
す
。

　

閉
校
が
決
ま
っ
て
こ
の
1
年
間
、
保
護

者
・
地
域
・
学
校
を
あ
げ
て
長
谷
小
学
校

へ
の
思
い
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
12
名
の

子
ど
も
た
ち
に
は
、
犬
飼
小
学
校
や
犬
飼

中
学
校
へ
行
っ
て
も
困
ら
な
い
よ
う
に
、

学
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自
己
の
思
い

が
き
ち
ん
と
伝
え
ら
れ
、
相
手
の
思
い
を

正
し
く
受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
つ
け
る
こ
と
に
力

を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
同
士

の
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、
保
護
者
の
交

流
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。
秋
季
大
運
動
会

や
長
谷
文
化
祭
に
は
、
地

域
の
方
を
始
め
多
く

の
方
が
参
加
し
、
長

谷
小
学
校
最
後
の

行
事
を
盛
り
上

げ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

長
谷
の
伝
統

を
受
け
継
ぎ
、

ふ
る
さ
と
長

谷
を
愛
し
て

い
る
子
ど
も

た
ち
を
、
温

か
く
見
守
っ

て
く
れ
る
社

会
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

通山分校校庭で、もちつき・分校鍋

長谷小学校校舎

長
谷
文
化
祭
で

地
域
の
方
々
と

　

犬
飼
小
学
校
通
山
分
校
は
、
明
治
７
年

頃
、
山
奥
地
区
の
旧
庄
屋
の
屋
敷
に
あ
っ

た
建
物
を
利
用
し
、｢

山
奥
学
校｣

を
開
校

し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
19
年
、
小
学
校
令
が
公
布
さ
れ
、

大
寒
柚
野
木
地
区
の
中
央
部
通
山
に
学
校

を
移
し
大
寒
、
柚
野
木
組
合
立
簡
易
学
校

と
改
称
。
明
治
22
年
戸
上
村
の
発
足
以
後
、

戸
上
小
学
校
の
分
校
と
な
り
、
明
治
43
年

に
は
戸
上
小
学
校
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
が
、

校
区
民
の
強
い
要
望
で
数
年
を
経
ず
し
て

復
活
し
た
そ
う
で
す
。

　

昭
和
30
年
、
町
村
合
併
に
よ
り
犬
飼
町

立
犬
飼
小
学
校
通
山
分
校
と
改
称
さ
れ
た

後
、
昭
和
50
年
に
プ
ー
ル
建
設
、
平
成
２

年
に
新
校
舎
が
落
成
と
、
学
校
環
境
が
整

え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
平
成
４
年
４
月
に

は
、
通
山
分
校
の
様
子
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
全
国

放
送
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
秋
に
行
っ
て
い
た
「
も
ち
つ
き
」

オープンスクールの学習発表会

校　

長　

衛
藤  

貴
浩

（
犬
飼
小
校
長
）

21
年
度
は
休
校

犬
飼
小
学
校

通
山
分
校
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電気工事店、電気店などの事業者の方へ !!

　ケーブルテレビの宅内工事（家の外壁に取り付けたV-ONUから家の中のテレビなど
への配線工事等）を行うには、「指定工事店」の申請をし、市が指定する講習会を受
講していただく必要があります。
　指定工事店を希望される事業者の方は、４月23日(金)までに企画調整課情報推進班
まで、ご連絡してください（各支所総務課にも申請書類を置いています) ｡
　また、指定工事店の主な要件は次のとおりです。

●個人の場合は、市内に住所を有すること。
●法人の場合は、事業所または営業所を市内に有すること。
●電気工事業または家庭用電気機械器具販売業を１年以上営んでいること。
●市が指定する講習会を受講した責任技術者が１人以上いること。
●市税を完納していること。

　軽自動車税は、毎年４月１日
現在の所有者に課税されます。
現在、廃車または名義変更（譲
渡、所有者の死亡等の場合）の
手続きをされていない方は、３
月31日(水)までに手続きを済
ませてください。
　なお、手続きの受付窓口は、
車両の種類によって異なります。
　不明な点がございましたら、
下記までお問い合わせください。

問い合わせ先

税務課　民税班
☎0974-22-1001(内線2384)

　

３
月
や
４
月
は
就
職
す
る
方
や
退
職
す
る
方
が
多
い
時
期
で

す
。
そ
の
生
活
の
変
化
に
あ
わ
せ
て
国
民
健
康
保
険
や
国
民
年

金
の
届
出
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
時

は
、
14
日
以
内
に
市
役
所
へ
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①�

勤
務
先
の
健
康
保
険
を
や
め
た
、
家
族
の
勤
務
先
の
健
康
保

険
の
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
な
ど
の
理
由
か
ら
国
民
健
康
保

険
・
国
民
年
金
（
第
１
号
被
保
険
者
）
に
入
る
と
き

　

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

●�

社
会
保
険
資
格
喪
失
証
明
書
な
ど
、
勤
務
先
の
健
康
保
険

の
資
格
喪
失
日
、
資
格
を
喪
失
し
た
人
が
分
か
る
書
類

　

●
印
鑑
（
認
め
印
可
）

　

●
年
金
証
書
（
年
金
を
受
給
し
て
い
る
65
歳
未
満
の
方
）

　

●
年
金
手
帳
（
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
）

②�

勤
務
先
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
、
家
族
の
勤
務
先
の
健
康

保
険
の
被
扶
養
者
に
な
っ
た
な
ど
の
理
由
か
ら
、
国
民
健
康

保
険
を
や
め
る
と
き
（
年
金
に
つ
い
て
は
勤
務
先
の
事
業
所

が
届
出
を
行
い
ま
す
の
で
、
市
役
所
へ
の
届
出
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
）

　

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

●�

今
ま
で
使
っ
て
い
た
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
や
め

る
方
全
員
分
）

　

●�

新
し
く
加
入
し
た
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
（
新
し
く
加

入
し
た
方
全
員
分
）

　

●�

印
鑑
（
認
め
印
可
）

　

※�

国
民
健
康
保
険
税
は
、
皆
さ
ん
の
医
療
費
に
あ
て
ら
れ
る
国
保

の
大
切
な
財
源
で
す
。
必
ず
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
生
活
課　

国
保
年
金
班

　

☎
０
９
７
４-

２
２-

１
０
０
１
（
内
線
２
０
８
６
・
２
０
９
６
）

国
民
健
康
保
険
、

国
民
年
金
の
届
出
を
忘
れ
ず
に

車　　　種 税　額 受　付　窓　口

原動機付
自 転 車

第一種(50cc以下) 1,000円

�・豊後大野市役所
　税務課民税班
 
・各支所総務課

第二種乙(90cc以下) 1,200円

第二種甲(125cc以下) 1,600円

ミニカー(50cc以下の三・四輪) 2,500円

小型特殊
自 動 車

農耕用 1,600円

その他 4,700円

軽自動車

軽二輪 2,400円 大分県軽自動車協会 
☎ 097(524)0222軽三輪 3,100円

軽四輪　乗用（営業用） 5,500円

大分県軽自動車検査協会 
☎ 097(523)0646

軽四輪　乗用（自家用） 7,200円

軽四輪　貨物（営業用） 3,000円

軽四輪　貨物（自家用） 4,000円

二 　 輪 　 の 　 小 　 型 　 自 　 動 　 車 4,000円
九州運輸局 大分運輸支局 
☎ 097(558)2235

軽自動車・バイクの廃車手続きはお済みですか？

ケーブルテレビの宅内工事を行う指定工事店を募集します

問い合わせ先

企画調整課　情報推進班
☎0974-22-1001

 (内線2026・2065）
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!!

市

長

発

　

梅
か
ら
桃
の
花
へ
と
春
の
知
ら
せ

が
続
き
ま
す
。
３
月
は
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
、
旅
立
ち
、
そ
し
て
飛
躍

の
時
期
で
す
。
年
度
の
変
わ
り
目
に
、

さ
ら
に
た
く
ま
し
く
成
長
す
る
姿
は
、

家
族
の
み
な
ら
ず
私
た
ち
に
と
っ
て

も
う
れ
し
い
出
来
事
で
す
。
卒
園
、

卒
業
式
で
の
涙
は
、
子
ど
も
た
ち
あ

れ
ば
こ
そ
の
風
景
で
す
。
そ
の
よ
う

な
中
、
今
年
度
で
閉
校
す
る
学
校
や

分
校
が
あ
り
ま
す
。

　

少
子
化
に
伴
う
過
疎
化
の
流
れ
と

は
い
え
、
現
実
に
学
校
が
な
く
な
る

こ
と
は
、
地
域
か
ら
ひ
と
つ
の
火
が

消
え
て
い
く
こ
と
で
も
あ
り
、
地
域

の
方
々
が
耐
え
難
い
想
い
を
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
拝
察
し
、
申
し
訳
な
く

思
い
ま
す
。
長
年
に
わ
た
っ
て
子
ど

も
た
ち
の
育
ち
を
見
守
っ
て
い
た
だ

い
た
、
教
育
関
係
者
、
地
域
の
方
々

に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
よ
い

環
境
の
中
で
学
び
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
行
政
の
責
任
と
し
て
、

し
っ
か
り
と
支
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
月
は
、
総
会
等
の
各
種

会
合
が
開
催
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
に
加
え
て
、
市
か
ら
の
説
明
会

や
懇
談
会
へ
の
参
加
を
お
願
い
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
統
合
病
院
の

懇
談
会
を
終
了
し
た
ば
か
り
で
す
が
、

現
在
、｢

新
庁
舎
建
設
の
市
民
座
談

会
」
を
市
内
８
か
所
で
開
催
し
て
お

り
、
今
後
「
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報

通
信
の
事
業
説
明
会
」
を
各
行
政
区

ご
と
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。
豊
後

大
野
市
の
３
つ
の
大
き
な
事
業
を
並

行
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど

う
し
て
も
こ
の
よ
う
な
説
明
会
が
増

え
て
ま
い
り
ま
す
。
し
か
し
、
市
民

の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
必
要
不

可
欠
な
こ
と
と
考
え
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
様
に
は
、
お
忙
し
い
中
に
大

変
恐
縮
で
す
が
、
是
非
ご
参
加
い
た

だ
き
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。　
　

橋
本　

祐
輔　

　

前
回
述
べ
た
よ
う
に
統
合
が
や
む
を
得

な
い
と
し
つ
つ
も
、
１
６
５
床
の
病
院
が

診
療
所
に
な
る
こ
と
は
、
こ
の
地
域
に
と

�
て
大
き
な
課
題
が
残
る
こ
と
に
間
違
い

は
あ
り
ま
せ
ん
。
二
次
救
急
、
入
院
機
能

の
弱
体
化
と
い
う
診
療
面
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
特
に
県
立
三
重
病
院
を
利
用
さ
れ

て
い
た
方
々
の
、
利
便
性
の
喪
失
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
地
域
医
療
に
求
め
ら

れ
る
要
素
の
ひ
と
つ
に
利
便
性
が
あ
り
ま

す
。
中
で
も
距
離
的
利
便
性
と
し
て
、
す

ぐ
に
相
談
で
き
診
療
を
受
け
ら
れ
る
医
療

機
関
が
あ
る
こ
と
は
、
安
心
し
て
住
め
る

大
事
な
要
素
で
す
。　

　

今
回
の
統
合
に
関
し
て
、
こ
の
利
便
性

を
補
完
す
る
手
立
て
は
大
事
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

　

補
完
す
る
手
立

て
の
ひ
と
つ
が
、

不
十
分
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
県
立
三

重
病
院
を
診
療
所

と
し
て
残
し
、
豊

後
大
野
市
東
部
の

医
療
機
能
を
補
完

す
る
こ
と
で
し
た
。

ま
た
統
合
病
院
ま

で
の
交
通
機
関
の

工
夫
も
考
慮
さ
れ

る
べ
き
で
す
。

　

さ
ら
に
重
要
な

事
は
﹁
か
か
り
つ

け
医
﹂
を
持
つ
こ

と
で
す
。
普
段
は

﹁
か
か
り
つ
け

医
﹂
に
診
療
を
受

け
、
病
状
や
疾
病

に
よ
�
て
専
門
的

統合病院の姿について その②
統合病院開設準備委員会委員長
　　　　　　　 坪 山 明 寛

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課　

地
域
医
療
班

　

☎
０
９
７
４ - 

２
２ - 

１
０
０
１

　
　
　
　
　

  　

（
内
線
２
１
２
１
）

医
療
や
入
院
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
機

能
の
高
い
病
院
、
こ
の
地
域
で
は
統
合
病

院
に
お
い
て
加
療
を
受
け
る
と
い
う
役
割

分
担
を
す
る
こ
と
で
、
十
分
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
利
便
性
は
あ
る
程
度
補
完
さ
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

次
に
統
合
病
院
の
専
門
性
を
担
保
す
る

診
療
科
に
つ
い
て
で
す
。
表
１
に
示
し
て

い
る
よ
う
に
、
内
科
の
専
門
性
を
高
め
る

た
め
に
特
に
細
分
化
し
て
い
ま
す
。

　

豊
後
大
野
市
に
お
い
て
、
死
亡
原
因
と

し
て
高
い
頻
度
で
あ
る
心
臓･

脳
疾
患
な

ど
の
循
環
系
疾
患
へ
の
対
応
、
肺
ガ
ン
を

は
じ
め
と
す
る
悪
性
疾
患
、
交
通
量
の
増

加
・
高
齢
化
に
よ
る
整
形
外
科
疾
患
な
ど

へ
も
十
分
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
診
療
科

を
設
定
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
医
療
機
関

と
し
て
は
診
療
科
が
多
い
よ
う
に
思
え
ま

す
が
、
統
合
病
院
は
二
次
医
療
や
二
次
救

急
に
対
応
す
る
中
核
病
院
で
あ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
疾
患
に
対
応
す
る
と
同
時
に
、
多

病
を
持
つ
高
齢
者
が
、
総
合
的
に
診
療
を

受
け
ら
れ
る
利
便
性
に
対
応
す
る
こ
と

も
、
自
治
体
病
院
と
し
て
は
必
要
だ
と
考

え
、
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
診
療
科
が
し
�

か
り
機
能
し
、
役
割
を
果
た
す
た
め
に

は
、
専
門
医
を
配
置
で
き
る
こ
と
が
肝
要

に
な
り
ま
す
。
医
師
不
足
と
い
う
現
況
が

あ
り
ま
す
が
、
専
門
医
の
招
へ
い
に
向
け

て
、
現
在
私
ど
も
は
精
一
杯
努
力
し
て
い

ま
す
。

総 合 内 科 循 環 器 内 科 呼 吸 器 内 科 消 化 器 内 科

神 経 内 科 内分泌代謝科 腎 臓 内 科 小 児 科

放 射 線 科 外 科 整 形 外 科 脳 神 経 外 科

泌 尿 器 科 産 婦 人 科 眼 科 麻 酔 科

耳 鼻 咽 喉 科 皮 膚 科 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科

表１　【統合病院の予定診療科】

旅
立
ち 

そ
し
て

　
　
　

 

飛
躍
の
春

6市報 ぶんごおおの 2010.3



問い合わせ先 　人権推進同和対策課　男女共同参画班　10974-22-1001( 内線 2316)

“いきいき自治会”は、明るい地域をつくります
— 男女共同参画社会づくりに向けての自治会アンケート結果より —

誰
も
が
住
み
や
す
い
地
域
社
会
に

　

誰
も
が
住
み
や
す
い
地
域
社
会
と

は
、
ど
ん
な
社
会
で
し
ょ
う
か
？　

一
番
身
近
な
社
会
は
家
庭
、
そ
し
て

隣
保
班
、
自
治
会
な
ど
で
す
ね
。
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
し
た
社
会

と
は
、
簡
単
に
い
う
と｢

男
だ
か
ら｣

、

｢

女
だ
か
ら
﹂
と
い
う
こ
と
で
、
い

や
な
思
い
を
し
な
い
社
会
で
す
。

　

差
別
を
な
く
す
市
民
の
つ
ど
い
で

の
ア
ン
ケ
�
ト
の
中
に
、
自
治
会
で

の
差
別
を
記
載
さ
れ
た
方
が
い
ま
し

た
。
一
番
身
近
な
、
自
治
会
で
悲
し

い
思
い
を
し
て
い
る
方
が
い
る
な
ら
、

そ
の
原
因
を
な
く
し
て
�
い
き
い
き

自
治
会
�
と
し
て
地
域
を
明
る
く
し

た
い
も
の
で
す
。

　

豊
後
大
野
市
男
女
共
同
参
画
推
進

条
例
第
５
条
に
、
市
民
の
責
務
を
う

た
�
て
い
ま
す
。
新
年
度
を
ス
タ
�

ト
す
る
に
あ
た
�
て
、
皆
さ
ん
の
自

治
会
の
現
状
を
振
り
返
�
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
に
、
男

女
の
差
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
何
か
を

決
め
る
と
き
に
、
男
性
・
女
性
の
意

見
が
反
映
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

20
年
度
（
一
部
21
年
度
）
自
治
会

長
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
﹁
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
に
向
け
た
ア
ン

ケ
�
ト
﹂
（
回
答
率
78
�
８
％
）
を

実
施
し
ま
し
た
。
女
性
の
参
画
が
な

い
自
治
会
が
、
17
�
９
％
あ
り
ま
し

た
が
、
男
女
の
気
持
ち
が
通
�
た
自

治
会
運
営
を
、
思
い
や
り
の
心
で
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

自
治
会
で
差
別
を
感
じ
た
ケ
ー
ス

（
差
別
を
な
く
す
市
民
の
つ
ど
い
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り
）

・ 

地
区
で
大
事
な
こ
と
を
決
め
る
と
き
に

男
性
の
意
見
し
か
き
か
な
い

・
男
性
主
導
の
自
治
会

・
自
治
会
の
決
定
の
場
に
女
性
が
い
な
い

・ 
区
の
座
る
席
や
役
員
決
め
な
ど
で
感
じ

る
。
役
を
し
な
い
方
が
楽
だ
が
、
こ
の

ま
ま
で
い
い
の
か
と
も
思
う

・
自
治
会
長
は
ほ
と
ん
ど
男
性

・ 

区
役
で
草
き
り
を
し
た
と
き
女
性
は
出

不
足
を
徴
収
さ
れ
る

・ 

会
合
が
あ
る
た
び
に｢
女
は
茶
を
く
め｣

、

｢

酒
の
か
ん
を
し
ろ
﹂
な
ど
、
女
性
を

下
に
見
て
い
る

・
ご
飯
の
支
度
は
全
部
女
性　
　

な
ど

（条例第５条 市民の責務）

市民は、性別による固定的な役

割分担意識に基づく社会におけ

る制度及び慣行を改善し、家庭、

職場、学校、地域その他の社会の

あらゆる分野において男女共同

参画を推進するよう努めなけれ

ばならない。

アンケート結果は、２月に各自治
会長に一部お届けしています。ま
た、市のホームページでも公開し
ています。資料が必要な方は、担
当までご連絡ください。

住みよい地域社会住みよい地域社会

｢自治基本条例｣
　先月号では、「自治基本条例」と「市民会議」につ
いて簡単に説明しましたが、それでは、なぜ今「自治
基本条例」が必要なのでしょうか。
　これまで国は、全国一律の基準を決めてお金を配分
してきましたが、時代が進むにつれて、それぞれの地
域が抱える課題が異なってきました。そこで、それら
の課題を解決するには地域の実情に合ったやり方で進
めていく方が効果的であるという考え方に変わってき
ました。これが“地方分権”です。
　この“地方分権”は、財源が国から地方へ移ると同
時に、その財源を何にどう使うか自分たちで決め、そ
して、その結果にも責任を持つという「自己決定・自
己責任」が強く求められます。
　このように本格化する地方分権にうまく対応するに
は、住民と行政と企業などが連携・協力してまちづ

み ん な で 学 ぼ う

“私たちのまちの憲法”

≪３月の市民会議≫
　 ９日(火) 午後７時  市中央公民館講座室
　23日(火) 午後７時  市中央公民館講座室

※ 市民会議は傍聴ができます。

くりを進めていくことが大切になります。そのために
は、それぞれの役割をはっきりさせ、まちづくりの仕
組みやルールを作ることが必要になります。このルー
ルや仕組みが「自治基本条例」なのです。

問い合わせ先 　事務局（企画調整課　企画班）　☎0974-22-1001（内線2061）

どんなことでも結構です。ご意見、ご要望などがありましたら、事務局までお知らせください。
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　第21回参議院議員通常選挙において総務
大臣表彰を受賞された多田好幸さん(三重町)
に対し、市から感謝状が贈呈されました。
　多田さんは、「関係者の方々全員の協力
と努力があったか
らこそ、適正で効
率的な管理執行が
できた。委員長と
して賞をいただく
のは面はゆい｡｣と
話しています。

豊後大野市最高齢105歳 おめでとうございます

　１月24日、国際交流協会主催のふれあいカーニバルが千歳公民
館で行われ、市内外の外国の方や協会員が多数参加しました。
　絵手紙、習字、切り絵、お茶、琴などを体験した後、みんなで
作った昼食を食べながら劇や神楽など舞台発表を鑑賞。参加者は
「いろいろな体験ができて楽しかった」と喜んでいました。

　

豊
後
大
野
市
の
最
高
齢
者
、三
代
ツ
ヤ

さ
ん(

緒
方
町
小
原)

が　

１
０
５
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

明
治
38
年
1
月
16
日
に
緒
方
町
久
土

知
に
生
ま
れ
、若
い
頃
は
看
護
師
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。子
ど
も
が
4
人
、孫
が
11

人
、ひ
孫
が
20
人
い
ま
す
。好
き
な
こ
と

は
家
庭
菜
園
だ
そ
う
で
す
。

　

現
在
は
、竹
田
市
の
老
人
保
健
施
設
に

入
所
し
て
い
ま
す
が
、元
気
に
過
ご
さ
れ

て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
身
体
に
気
を
つ

け
て
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

いろんな文化をみんなで体験
ふれあいカーニバル開催

選挙管理委員長として貢献
多田好幸さんに感謝状

だんご汁作りで
は、伸びるだん
ごに大喜び

指導を受けながら大正琴を弾く皆さん
多田好幸さん

　

朝
地
小
学
校
の
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン

ド（
４
，０
０
０
㎡
）が
完
成
し
、１

月
20
日
、サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
開
き

を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、中
学
校
・
小
学
校

で
合
同
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
用
。

中
学
生
が
部
活
で
使
用
す
る
間
、

小
学
生
が
使
用
で
き
な
い
な
ど
不

便
な
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、開
校

７
年
目
で
念
願
の
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン

ド
が
完
成
。児
童
委
員
の
三
浦
な

な
み
さ
ん
が「
み
ん
な
で
ル
ー
ル

を
守
り
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
か
け
、班
別
リ
レ
ー
ゲ
ー

ム
や
大
縄
跳
び
を
し
て
楽
し
み
ま

し
た
。

　

こ
の
グ

ラ
ウ
ン
ド

整
備
に
は
、

保
護
者
・
児

童
に
よ
る

空
き
瓶
回

収
の
益
金

も
使
用
さ

れ
ま
し
た
。

朝
地
小
学
校

サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
開
き

待ち望んでいた
サブグラウンド

　

手
話
サ
ー
ク
ル「
ち
と
せ
」（
十
時
加
代
子

会
長
）で
は
毎
月
２
回
、千
歳
保
育
園
の
園
児

に
手
話
を
教
え
て
い
ま
す
。手
話
で
の
あ
い

さ
つ
や
、歌
い
な
が
ら
手
話
で
表
現
を
し
た

り
、毎
回
楽
し
く
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

　

指
導
者
の
葛
城
正
子
さ
ん
は「
も
う
７
、８

年
に
な
り
ま
す
が
、子
ど
も
た
ち
は
覚
え
る

の
が
早
い
で
す
。ま
だ
訳
が
分
か
ら
な
く
て

も
、手
話
と
い
う
言
葉
を
知
る
だ
け
で
も
い

い
。楽
し
み
な
が
ら
し
て
い
ま
す
」と
、ま
た

田
原
園
長
は「
短
い
時
間
で
す
が
集
中
で
き

て
い
い
。今
の
子
ど
も
た
ち
に
は
必
要
な
時

間
で
す
。そ
し
て
、社
会
に
は
い
ろ
い
ろ
な
人

が
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
、や
さ
し
い
人

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　

手
話
サ
ー
ク
ル「
ち
と
せ
」は
第
４
回
大
分

県
地
域
福
祉
推
進
大
会
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

功
労
団
体
と

し
て
大
分
県

社
会
福
祉
協

議
会
会
長
表

彰
を
受
け
て

い
ま
す
。

手
話
サ
ー
ク
ル「
ち
と
せ
」が

千
歳
保
育
園
で
手
話
教
室

葛城正子さんの指導で「ひなまつり」
の歌を元気よく歌いながら練習する
子どもたち
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　１月29日、朝地小学校６年生19名が、朝地町市万田の「古市遺
跡」で遺跡見学と発掘調査体験を行いました。ここは、中九州道路
の建設工事に伴い県教育庁埋蔵文化財センターが発掘調査している
もので、遺跡は弥生時代後期のものを中心に、中世のものが重なってあります。
　児童は竪穴式住居や墓の跡を、同センター職員から説明を受けながら見学。その後、シャベルを手に発掘体験
をし、土器片を見つけた児童は大喜びでした。

やったあ〜　
見つけたよ！ 土器片

　

１
月
31
日
、第
５
回
朝
地
町
女
性

の
つ
ど
い
が
朝
地
公
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

岩
崎
蓉
子
会
長
あ
い
さ
つ
の
後
、

東
九
州
短
期
大
学
特
任
教
授 

松
田

順
子
教
授
が「
生
き
る
〜
一
隅
を
輝

ら
す
光
と
な
っ
て
」と
題
し
て
講
演
。

「
女
性
の
よ
さ
、男
性
の
よ
さ
を
次

の
世
代
に
伝
承
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
。そ
し
て
、男
性
も
女
性
も
同
じ
人

間
と
し
て
、イ
キ
イ
キ
と
生
き
る
こ

と
が
大
切
」と
松
田
教
授
。

　

参
加
者
は
、先
生
の
ユ
ー
モ
ア
あ

ふ
れ
る
話
し
口
調
に
、時
間
を
忘
れ

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

今
よ
り
一
歩
前
進
し
ま
し
ょ
う

朝
地
町
で
女
性
の

つ
ど
い
開
催

　２月６日、ホテル豊洋で、市女性団体連絡協議
会三重支部主催の学習会が、約100名の参加のも
と開催されました。
　弁護士の中村多美子さんを講師に迎え、さまざ
まな事例をもとに議論しながら、日本の現状と男

女共同参画の進
んだフランスの
場合を比較しな
がら、理想の社
会について学習。
有意義な時間を
過ごしました。

ワークショップを通じて男女共同参画を考える

市女団連三重支部学習会 開催

　１月31日、緒方町公民館で市女性団体連絡協議会緒方支
部主催の女性大会が、約150名の参加のもと開催されました。
　豊後大野警察署生活安全課西岡恵之助係長を講師に「振り
込め詐欺の被害防止について」の講演があり、続いて、①エ
コバッグの使用は私から！②男女共同参画社会はわが家か
ら！③女性の声を市政に届けよう！④マイバッグ100％をめ
ざしましょう！の申し合わせ事項が採択されました。

お互いが支え合う地域社会をめざして
第38回緒方町女性大会 開催

　

１
月
28
日
、｢

地
域
消
費
者
フ
ォ
ー
ラ

ム
in
豊
後
大
野
市｣

が
三
重
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
消
費
者
団
体
の
育
成
と
一

般
消
費
者
に
対
す
る
啓
発
の
た
め
行
っ

た
も
の
で
、
「
三
重
町
く
ら
し
を
考
え

る
会
」
を
中
心
に
、
市
内
の
消
費
者
団

体
と
、
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
が
協

力
。
消
費
生

活
モ
ニ
タ
ー

な
ど
多
く
の

市
民
が
参
加

し
て
、
有
意

義
な
も
の
と

な
り
ま
し

た
。

　

フ
ォ
ー
ラ

ム
で
は
、
元

大
分
県
食
品

衛
生
監
視
委

員 

首
藤
秀

樹
氏
が
「
食

の
安
全
・
安

心
」
に
つ
い

て
、
大
分
財

務
事
務
所
多
重
債
務
相
談
員 

村
上
美
佳

子
氏
が
「
多
重
債
務
問
題
」
に
つ
い
て

講
演
。

　

首
藤
氏
は
、
良
質
な
食
品
が
生
命
・

健
康
の
維
持
に
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど

を
、
村
上
氏
は
、
家
庭
の
収
入
内
で
生

活
す
る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て

話
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
消
費
者
フ
ォ
ー
ラ
ム

in 

豊
後
大
野
市

松田順子教授の話に会場は笑顔が絶えませんでした

理想の社会作りに
ついて話し合う
皆さん

講演を熱心に聞く皆さん

参加者も自分達の身近な問題として熱心に聞き入っていました

埋蔵文化財センター職員から説明を受ける児童
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犬
飼
町
長
谷
地
区
に
、柴
北
川
の

環
境
整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る「
柴
北
川
を
愛
す
る
会
」が
あ
り

ま
す
。会
で
は
現
在
、九
州
郷
づ
く

り
共
助
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
会
の

協
力
の
も
と
、（社）
日
本
森
林
技
術

協
会
が
行
う
山
村
再
生
プ
ラ
ン
と

し
て
、山
桜
の
保
全
・
活
用
を
軸
と

し
た「
花
い
っ
ぱ
い
の
ふ
る
里
づ
く

り
」事
業
に
取
り
組
み
、「
魅
力
あ

る
山
村
づ
く
り
」の
た
め
話
し
合
い

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
は
地
域
の
住
民
に
も
呼

び
か
け
、「
第
１
回
長
谷
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
を
話
し
合
う
会
」を
開
催
。２

回
目
の
12
月
に
は
、中
・
高
生
も
参
加

し
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、さ
ま
ざ
ま

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
地
域
を
知
る
こ
と
か
ら

〝
長
谷
探
検
隊
結
成
〟

　

長
谷
地
区
を
元
気
に
す
る
た
め
、

ま
ず
地
区
の
こ
と
を
も
っ
と
深
く
知

り
、分
か
っ
た
こ
と
を
地
域
の
人
に

伝
え
情
報
を
共
有
、発
信
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
と
考
え
、誰
で
も
気
軽

に
参
加
で
き
る「
長
谷
探
検
隊
」を
発

足
。メ
ン
バ
ー
は
、将
来
の
長
谷
地
区

を
担
う
中
学
２
年
生
６
名
で
結
成
。

　
「
柴
北
川
を
愛
す
る
会
」事
務
局
の

渡
邊
雪
法
さ
ん
は「
子
ど
も
た
ち
に

は
元
気
を
も
ら
う
。長
谷
探
検
隊
は

生
徒
に
任
せ
ま
す
」と
。

長
谷
探
検
隊
活
動
開
始

　

１
月
に

第
１
回
長

谷
探
検
隊

を
実
施
。

甲
斐
正
俊

さ
ん
の
案

内
で
歴
史

に
埋
も
れ

た
栗
ヶ
畑

城
を
探
検
。

そ
の
後
、

安
藤
恒
美

さ
ん
よ
り
栗
ヶ
畑
城
の
歴
史
を
学
び

ま
し
た
。

　
「
こ
れ
か
ら
6
人
で
力
を
合
わ
せ
、

長
谷
地
区
の
こ
と
を
知
り
、皆
さ
ん

に
伝
え
て
い
き
た
い
」と
長
谷
探
検

隊
リ
ー
ダ
ー
の
二
宮
里
桜
さ
ん
。

　

今
回
は
、１
月
で
寒
い
こ
と
や
、山

の
中
で
歩
き
に
く
い
こ
と
な
ど
か
ら

参
加
者
は
10
名
で
し
た
が
、こ
れ
か

ら
定
期
的
に
開
催
す
る
予
定
な
の

で
、た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
し
て
も

ら
い
た
い
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
４
日
、平
成
21
年

認
定
農
業
者
研
修
会
及
び

農
業
経
営
改
善
計
画
認
定

書
交
付
式
が
三
重
町
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、㈲
育
葉

産
業
代
表
取
締
役 

栗
田
洋

藏
氏
が「
企
業
的
農
業
経

営
へ
の
取
り
組
み　

〜
系

統
販
売
の
メ
リ
ッ
ト
〜
」

と
題
し
て
講
演
。そ
の
後
、

農
業
経
営
改
善
計
画
認
定

書
交
付
式
が
行
わ
れ
、新

規
認
定
者
５
人
、再
認
定

者
７
人
に
、市
長
か
ら
認

定
書
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

認
定
者
を
代
表
し
て
宮

成
基
治
さ
ん（
千
歳
町
）が

「
農
業
の
プ
ロ
と
し
て
自

覚
と
誇
り
を
持
ち
、農
業

発
展
の
た
め
尽
く
し
て
い

き
た
い
」と
決
意
表
明
を

行
い
ま
し
た
。

農
業
経
営
の
改
善
と

地
域
農
業
の
振
興
を

決
意
表
明
す
る
宮
成
基
治
さ
ん

長谷地区を元気に！ — 魅力あるまちづくりについて検討会 —

長谷のまちづくりについて意見を出し合う皆さん

　

２
月
３
日
、大
分
県
庁
で
開

催
さ
れ
た
県
農
業
青
年
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
績
発
表
大
会
で
、

山
片
寿
寛
さ
ん（
大
野
町
）が

意
見
発
表
の
部
で
見
事
最
優

秀
賞（
県
知
事
賞
）に
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

山
片
さ
ん
は
、現
在
認
定
農

業
者
で
あ
る
父
成
正
さ
ん
の

も
と
で
茶
生
産
加
工
販
売
に

従
事
。発
表
で
は「
就
農
一
年
目

に
思
う
こ
と
」と
題
し
、就
農

の
き
っ
か
け
や
悩
み
、高
品
質

な
紅
茶
を
生
産
し
た
い
と
い

う
将
来
の
夢
を
語
り
ま
し
た
。

　

農
業
青
年
組
織
ざ
っ
く
ば

ら
ん
な
会
か
ら
、昨
年
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
発
表
の
部
に
続
き

２
年
連
続
の
最
優
秀
賞
受
賞
。

会
で
は
、一
緒
に
活
動
に
取
り

組
む
仲
間
を
募
集

し
て
い
ま
す
。興

味
の
あ
る
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
振
興
課  

担
い
手
支
援
班

☎
０
９
７
４-

２
４-

０
１
０
０

（
内
線
２
４
５
６
）

農
業
青
年
意
見
発
表
で

最
優
秀
賞

意見発表をする
山片寿寛さん

　

１
月
20
日
、九
州
保
健
福
祉
大
学

の
小
川
敬
之
先
生
を
お
招
き
し
、認

知
症
研
修
会「
知
っ
て
く
だ
さ
い
認

知
症
の
人
の
思
い
・
家
族
の
思
い
」

が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

研
修
会
に
は

た
く
さ
ん
の

方
々
が
参
加
。主

催
し
た
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
、今
後
も

「
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
地
域
づ
く
り
」を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

小川敬之先生

介護者や専門職、地域の支援者など288人の参加がありました

認
知
症
に
な
っ
て
も

安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

10市報 ぶんごおおの 2010.3



　豊後大野市は、県内でも自殺率が高い状況にありま
す。市の総合的な自殺対策を検討するために、1月14
日、豊後大野市の自殺対策連絡協議会を設置しました。
今後、関係機関
との連携を図り
ながら、自殺対
策を積極的に推
進していきます。

豊後大野市の自殺対策がスタート!!練習の成果を発表　市芸術祭
　2月３日から5日間、豊後大野市芸術祭がエイトピア
おおので開催されました。
　舞台発表をはじめ、絵画・工芸・書道・生け花など
の展示やお茶席などがあり、文化協会員の日ごろ磨い
ている技を披露。たくさんの人が訪れ、作品や舞台発
表に見入っていました。

大野町スポーツ振興会
スキー・スノーボート体験教室

　１月17日、大野町スポーツ振興会主催のスキー・ス
ノーボート体験教室を、九重森林公園スキー場で開催
しました。
　大野町から25名が参加し、全員が滑れるようになり
ました。

　

2
月
7
日
、神
楽
会
館
で

第
21
回
豊
肥
地
区
解
放
文
化

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
部

落
解
放
を
に
な
う
豊
か
な
感

性
と
表
現
力
を
ど
う
養
っ
て

い
く
か
」を
テ
ー
マ
に
7
団

体
が
舞
台
発
表
。さ
ま
ざ
ま

な
発
表
を
通
し
て
、人
権
の

大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

　

こ
の
文
化
祭
に
よ
り
、発

表
者
だ
け
で
な
く
多
く
の
参

加
者
が
人
権
問
題
に
つ
い
て

考
え
、差
別
解
消
に
向
け
た

意
識
を
持
つ
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

舞
台
発
表
を
通
じ
て

人
権
の
大
切
さ
を
学
ぶ

　

１
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国
高
校
剣
道
選
抜

大
会
県
予
選
で
、三
重
総
合
高
校
剣
道
部
女
子
が

見
事
優
勝
し
、全
国
大
会
の
出
場
報
告
を
行
い
ま

し
た
。

　

主
将
の
今
山
佳
苗（
2

年
）さ
ん
が「
大
会
で
は

さ
ら
に
チ
ー
ム
一
丸
と
な

っ
て
、地
域
や
保
護
者
の

方
々
に
感
謝
を
し
て
、全

力
で
戦
っ
て
き
ま
す
」と

決
意
表
明
。

　

全
国
大
会
は
３
月
に
愛

知
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

三
重
総
合
高
校
女
子
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

全
国
大
会
出
場
へ

三
重
総
合
高
校
剣
道
部
女
子

　

１
月
31
日
、大
原
総
合
体
育
館
で
右
記
大

会
が
開
催
さ
れ
、市
内
外
か
ら
50
チ
ー
ム
が

参
加
し
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
パ
ー
ト
の
優
勝
チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り

【
ト
リ
ム
の
部
】

　

Ａ
パ
ー
ト　

す
ぴ
り
っ
つ
Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

　

Ｂ
パ
ー
ト　

ド
ッ
ト
コ
ム
Ｂ

　

Ｃ
パ
ー
ト　

す
ぴ
り
っ
つ
ギ
ャ
ン
グ

　

Ｄ
パ
ー
ト　

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
洋
一
Ｂ

　

Ｅ
パ
ー
ト　

Ｐ
ｒ
ｉ
ｓ
ｏ
ｎ
ｅ
ｒ

　

Ｆ
パ
ー
ト　

ド
ッ
ト
コ
ム
Ａ

　

Ｇ
パ
ー
ト　

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
洋
一
Ａ

　

Ｈ
パ
ー
ト　

三
重
星
Ｃ
チ
ー
ム　

【
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
】

　

Ｉ
パ
ー
ト　

ア
ポ
ロ

　

Ｊ
パ
ー
ト　

ベ
ス
ト
フ
レ
ン
ズ

三
重
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
長
杯

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

頑張ってます！
犬飼中ソフトテニス部

　１月に宮崎県綾町で行われた、第６回てるはカ
ップ中学選抜大会で、犬飼中学校ソフトテニス部
の後藤杏奈さん、後藤碧衣さんペアが見事３位に
入賞。また、団体戦でも大分県代表チームとして
出場し３位に入賞しました。
　県内だけでなく、九州大会等でも活躍している
犬飼中ソフトテニス部、３月に三重県で開催され
る第21回都道府県対抗全日本中学ソフトテニス大
会に大分県代表として次の５名が出場します。優
勝めざして頑張ってください。
　出場者は次のとおり（敬称略）

男子　
石本励威（主将）
後藤大剛
後藤大晃
女子
後藤杏奈（主将）
後藤碧衣

自
殺
対
策
連
絡
協
議
会

委
員
20
名
で
構
成

生
け
花
観
賞
を
す
る
皆
さ
ん

ス
ノ
ボ
ー
を
楽
し
む
参
加
者

清川小１、２年生の合唱
友だちとのハーモニーを大切にして練習をしました

活躍が期待される選手の皆さん

３
位
入
賞
の
後
藤
杏
奈
さ
ん（
左
）と

後
藤
碧
衣
さ
ん（
右
）
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だよりだより
　11月５日から６回シリーズで開催された水中運動教室「減る脂〜教室」。健診デー
タや生活習慣を改善しようと30名の方が参加され、食事や運動など各自がんばる目標
を設定して３ヵ月間取り組みました。
　測定結果は年末年始をはさんでの教室ではあったものの、平均して腹囲２㎝減が達
成できました。中には４㎏体重が減り、脱メタボ達成の方も。測定の数値には表れな
い、新しい仲間づくりや健康意識の向上など効果も大きかったようです。
　教室は修了しましたが、これからの活動として健康づくりグループ｢万年青(おもと)
会｣の見平邦弘会長から、｢歳をとっても元気で長生きするために、一人ではなくみんなで運動して健康づくりに取
り組みませんか！」と入会の誘いがありました。

減
へ

る脂
し

〜（水中）
教室が修了しました

　万年青会は月１回（第４月曜日）、フレッシュランド
みえを拠点に健康づくりを目的に集う会です。ノルディ
ックウォーキングあり、体操ありと、保健師や栄養士も
一緒に活動します。次の健診に向けて、皆さんも脱メタ
ボを目標に参加しませんか！　希望される方は健康推進
課　健康長寿班　保健師までお問い合わせください。

みなさんも万
お も と

年青会
かい

で
一緒に健康づくりしませんか！

日時：3月14日(日)
　　　13時30分開演
場所：エイトピアおおの 大ホール

講師：曻
しょう

地
ち

  三 郎 先生
演題：｢長生きすれば
　　　　　　良いことがある｣
講師略歴
�教員を経て福岡教育大学名誉教授・モス
クワ心理教育大学名誉教授
�日本初の知的障害通所施設しいのみ学園
を創立・医学博士・文学博士・哲学博
士・著書：映画「しいのみ学園」原作
者、世界屈指の高齢ブロガー

３月１日から３月８日までは「女性の健康週間」です。
市では女性の健康週間にあわせ下記のように健康づくり教室を開催します。
皆さまのご参加をお待ちしています。

３．持参物：飲み物・タオル・筆記用具・マイ箸・マイ茶碗
４．受講費：昼食代500円　教材費300円
５．申込締め切り：３月10日(水)までに市役所健康推進課へお申し込みください。
６．その他：当日は運動しやすい服装でおいでください。

２.教室内容
 　テーマ：｢あなたらしく輝いて」 —こころと身体のセルフケア—

午前の部　◎若々しく美しく　自分でできるアンチ・エイジング体操	 10時〜11時
　　　　　◎骨量アップ　若さと美肌を保つ食生活	 11時20分〜12時30分
午後の部　◎免疫力アップ　癒しのセルフマッサージ	 12時30分〜13時20分
　　　　　◎女性のライフサイクルと健康づくり	 13時30分〜14時20分

１．日時・場所
3月11日(木)　三重町農村環境改善センター多目的ホール
3月19日(金)　緒方公民館　大ホール
※受付時間　９時30分〜10時　※教室　10時〜14時30分

豊後大野市
に見参!!

103歳の
現役教育学者

　

認
知
症
の
正
し
い
理
解
を
目
的
と

し
た
、
標
語
・
川
柳
の
募
集
に
45
点

の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
特

賞
１
点
・
優
秀
賞
３
点
・
入
賞
９
点

が
決
定
。
認
知
症
の
方
の
気
持
ち

や
、
見
守
る
地
域
づ
く
り
を
う
た
っ

た
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

特　

賞

認
知
症 
学
び
て
広
が
る 

地
域
の
輪

　

木
村
三
千
枝
さ
ん
（
大
野
町
）

優
秀
賞

声
か
け
る 

心
配
な
い
よ 
何
時
だ
っ
て

　

上
野　

つ
ね
さ
ん
（
千
歳
町
）

責
め
な
い
で 

望
ん
で
病
ん
だ 
訳
じ
ゃ
な
い

右
田
百
合
子
さ
ん
（
朝
地
町
）

認
知
症 

笑
顔
で
介
護 

ま
ず
一
歩

　

甲
斐
ト
ヨ
子
さ
ん
（
千
歳
町
）

認知症にやさしいまちを目指して 認
知
症
を

テ
ー
マ
と
し
た

標
語
・
川
柳

優
秀
作
品
決
定
！

万年青会の見平会長

大分県現代俳句協会顧問 足立勝元氏(写真中央)、
認知症家族会代表谷川フミ子氏(同右)、市長で選考
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お問い合わせは
保健師まで!!

実　施　日 時　　間 事業名 会　　場

1日(月)
2日(火)
5日(金)、24日(水)
12日(金)
17日(水)
15日(月)
毎週木曜日

10時〜11時
10時〜12時
11時〜12時
10時〜12時
10時〜12時
14時〜16時
10時〜12時

子育て相談
おしゃべり広場
子育て相談
育児相談
育児相談
子育て休憩室
子育て相談

清川保健センター
犬飼保健センター
三重ふれあい児童館
朝地母子健康センター
緒方すこやかセンター
大野保健センター
千歳保健センター

（お願い）都合で受診できないときは、支所の保健師に連絡ください。次回の健診をご案内します。幼児健診のお知らせ

3月の
育児相談の
お知らせ

健診内容 日　時 対　象　児 会　　場

１歳６カ月児健診
３月９日(火） 

受付13時〜13時20分
緒方町・朝地町・大野町・清川町の
H20年7月1日〜9月30日生まれの幼児 緒方すこやか

センター
３歳６カ月児健診

３月16日(火)
受付13時〜13時20分

緒方町・朝地町・大野町・清川町の
H18年6月1日〜8月31日生まれの幼児

お子さんの成長やかかわり方、ちょっとした子育てに関する疑問等なんでもご相談ください。

〔持ってくるもの〕 ●母子健康手帳 ●送付された問診票等

健康推進課　☎0974ｰ22ｰ1001（内線 2122･2126･2127･2131･2132）
支所 市民課

清川支所	 ☎0974ｰ35ｰ2111（内3362） 
緒方すこやかセンター	☎0974ｰ42ｰ3800（内3862）
朝地支所	 ☎0974ｰ72ｰ1111（内4063）

大野支所	☎0974ｰ34ｰ2301（内4516）
千歳支所	☎0974ｰ37ｰ2111（内5065）
犬飼支所	 ☎097ｰ578ｰ1111（内5514）

日　時　３月19日（金）
　　　　�受付９時30分〜9時50分（終了12時）
場　所　緒方すこやかセンター
内　容　�お産の流れについて（公立おがた総合病院

産婦人科医・助産師）、妊娠中の歯の手入れ
について（歯科衛生士）

対象児　�妊婦さんとお父さんになる方
　　　　※�託児も行います。上のお子さんもご一緒に

どうぞ！
持参品　水分補給用の飲み物、母子健康手帳
※�準備の都合上、一週間前までに電話予約をお願いします。

精神保健相談日のお知らせ

※その他各地域では、育児サークル等定期的に開催しています。お問い合わせください。

日　時　３月25日(木)　14時〜16時

場　所　豊肥保健所（三重町市場934-2）

　　　　※無料です。電話で予約をしてください

　　　　(☎0974-22-0162　保健師まで)。

パパママひろば
(両親学級)のお知らせ

すくすくひろば(育児学級)の
お知らせ

日　時　３月17日（水）

　　　　 受付 9時30分〜10時（終了12時）

場　所　市中央公民館

内　容　離乳食試食と歯の手入れ

　　　　�発育発達チェック、子育てについての情

報交換など

持参品　�赤ちゃん用のエプロン（離乳食の試食の

ため）ハンドタオル（１枚）

対象児　�６〜７カ月の赤ちゃんとその保護者

※�準備の都合上、一週間前までに電話予約をお願

いします。

　子どもさんの各種予防接種はお済みですか？
　特に麻しん（はしか）予防接種は、受けておきたい
予防接種です。
　５歳以上〜７歳未満（幼稚園年長）、中学１年生、
高校３年生の方は、平成22年３月31日まで無料で受
けられます。まだ接種をされてない方は、今月中に受
けることをお勧めします。

３月１日〜３月７日は
子ども予防接種週間です

13 市報 ぶんごおおの 2010.3



中　央
菅　尾
白　山
清　川
緒　方
上緒方

☎0974ｰ22ｰ2111
☎0974ｰ22ｰ3349
☎0974ｰ26ｰ2260
☎0974ｰ35ｰ2372
☎0974ｰ42ｰ3161
☎0974ｰ45ｰ2001

小富士

朝　地

大　野

千　歳

犬　飼

☎0974ｰ44ｰ2111
☎0974ｰ72ｰ0048
☎0974ｰ34ｰ2130
☎0974ｰ37ｰ2069
☎097ｰ578ｰ1281

　日本国内に住所がある20歳以上60歳未満のすべての方は、国民年金
に加入することが義務づけられています。　
　20歳になれば、皆さん国民年金の被保険者です。忘れずに加入手続き
をして、保険料を納めましょう。
　加入の種類は職業によって３つのグループに分かれており、それぞれ
加入手続きや保険料の納め方が違います。
○第１号被保険者　農業・自営業・学生など

　　　　・・・住所地の市町村役場　　　　　　　　　　
○第２号被保険者　厚生年金保険・共済組合に加入している人

　　　　・・・手続きは不要　　　　　　　　　　　　　
○第３号被保険者　第２号被保険者に扶養されている配偶者

　　　　・・・（配偶者の勤務先を通じて）年金事務所へ

　なお、保険料を納めることが困難な場合、学生の方には「学生納付特例制度」、
学生以外の方には「若年者納付猶予制度」があります。保険料を未納のままにせ
ず、市町村役場国民年金係またはお近くの年金事務所へご相談ください。

●相談時間
　10時〜15時
●問い合わせ先
　市民生活課　国保年金班
　　10974ｰ22ｰ1001
　　（内線2086）
　大分年金事務所
　　1097ｰ552ｰ1211

年金相談日

３月９日(火)
　市隣保館(解放会館)
３月11日(木)
　市商工会(三重町商工会)
３月17日(水）
　竹田市総合社会福祉センター

｢みくに学園｣ 新年学習･交流会

2 0 歳 に な っ た ら 、 国 民 年 金

　１月21日、みくに学園の新年学習・
交流会を開催しました。毎年１月に行
うもので、学習会では、橋本市長が施
政方針について講演。病院や教育、高
齢者の問題への取り組みなど、丁寧で
分かりやすい話に学園生は耳を傾けて
いました。
　講演終了後は、子ども手当や税金の
滞納などについて質問や要望が出され、
活発な意見交換ができました。
　午後は、市長を交えた交流会を開催。
詩吟・カラオケ・民踊クラブの活動発
表を行い、民踊では市長も飛び入り
参加。ユニークな踊りにみんな大喜び。
大盛り上がりの中、学園生同士、そし
て市長との交流を深めることができま
した。

中央公民館高齢者学級

　１月16日、セントレジャー城島
高原パークでスケート教室を開催
し、39名の学級生が参加しまし
た。現地指導者から、スケート靴
の履き方やケガをしない転び方の
指導を受けスケートリンクへ。
　初めは手すりを持ちながら恐る恐る滑っていた学級生ですが、すぐ
に慣れ、リンクの中央を気持ち良さそうに滑ることができるようにな
りました。今年は、前日の雪がまだ残っており、雪だるまを作った
り、雪合戦をして楽しむこともできました。

スケートを楽しんだ犬飼っ子たち

市長も飛び入り参加した「長寿節」

　地域活性化・生活対策臨時交付金事業で行っていた、千歳総合運
動公園野球場・多目的広場の施設整備が１月下旬に完成しました。
　同球場は現在、軟式野球の愛好者が主ですが、防球ネット整備で
硬式野球の利用者の増加が見込
まれます。また、ブルペン上屋
根整備も行ったので、雨の日で
も投球練習ができます。
　運動公園内にある藤棚も十数
年が経過。木製部分が腐食して
危険性があるので、今回、メッ
キ角パイプへ改修しました。

『犬飼っ子ふるさと学習会』
スケート教室

千歳総合運動公園野球場ご利用ください

完成したブルペン上屋根と防球ネット
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今 月 の お す す め 本

○中央図書館　おはなしのへや　
　ちゅうりっぷ組	  ３・17日(水)　10時30分
　ひまわり組	  10・24日(水)　10時30分

○土曜おはなしクラブ	 27日(土)　10時30分

○緒方図書館　おはなしのへや
	 ６日(土)　10時00分

開館時間

休館日

2010年
３月

第60号

豊後大野市中央図書館 TEL/FAX 0974-22-7733
　　　　　緒方図書館 TEL 0974-42-4141 FAX 0974-42-2705

火～金：10時～18時　土・日：10時～17時
月曜日、祝日、毎月最終金曜日

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8  9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31  
 は休館日です。

３月のおはなし会

いどうとしょかん3月

新刊案内（中央図書館）
マタタビ潔子の猫魂･･･････････････････朱野帰子
もいちどあなたにあいたいな･･･････････新井素子
キケン･････････････････････････････････有川浩
親鸞　上・下･･････････････････････････五木寛之
ごっつい奴　浪花の夢の繁盛記･･･････････江上剛
城は踊る･･･････････････････････････岩井三四二
カルテット！･･･････････････････････････鬼塚忠
私の家では何も起こらない･･･････････････恩田陸
数えずの井戸･････････････････････････京極夏彦
東京アクアリウム･･･････････････････小池真理子
神様のすること･･･････････････････････平安寿子
小説新井白石　幕政改革の鬼･･･････････堂門冬二
陰陽師　天鼓ノ巻･･･････････････････････夢枕獏
俳句、はじめました････････････････････岸本葉子
くらべない生き方･･････････････大平光代・鎌田實
土門拳の昭和
なぜ手取りはこんなに少なくなるのか
地域医療再生の力　　

カッコウの卵は誰のもの･･････････････東野圭吾
天才までの距離･･････････････････････門井慶喜
ほかならぬ人へ･･････････････････････白石一文
池袋ウエストゲートパークシリーズ････石田衣良
名著講義････････････････････････････藤原正彦

新刊案内（緒方図書館）

養老孟司　池田清彦　奥本大三郎

　　　　　　　 小学館 519.8 ム

　世間では「環境、環境」というが、
虫を捕まえたこともないような人に何
が分かるのか！虫捕りもしない（させ
てもらえない）今の子どもたちの教育
の問題、虫たちの生態環境など、「虫
好き」というただひとつの共通点で集
まった三人が熱く語り合います。タイ
トルから中身がちょっと想像できませ
んが、笑えて、そして考えさせられる
１冊です。

虫捕る子だけが生き残る
「脳化社会」の子どもたちに未来はあるのか

　中央図書館と緒方図書館のシステム統合から２月で１年が経ち
ました。統合後は中央・緒方間での貸借が増え、利用が活発にな
ってきています。この１年でよく読まれた本や話題になった本を
紹介します。まだ読まれていない本はありませんか？ぜひご利用
ください！

★1Q84 1･2（村上春樹）…昨年一番の話題作!?
★鷺と雪（北村薫）…６回目の正直の直木賞
★定本納棺夫日記（青木新門）…｢おくりびと」原作
★悩む力(姜尚中)…悩むことを肯定した生き方指南
★半島へ、ふたたび(蓮池薫)…北朝鮮での苦悩の24年間
★海堂尊の医療小説（チーム・バチスタ以下４冊）
★東野圭吾の本…出版されるたびに予約殺到
★獣の奏者１〜４（上橋菜穂子）…児童書と侮るなかれ！
★日本でいちばん大切にしたい会社…こんな会社が！

あっ 読みたかったんだ､この本！

　持ち歩く際、雨などによる水濡れにもご注意くだ
さい。一度湿気を含んだ本は紙が波打ち戻らなくな
り、カビの原因にもなります。ページ破れは各自
でテープを貼らずにカウンターでお申し出ください
（専用テープで補修いたします）。

　今年度も移動図書館のご利用をありがとうございました。
３月は本の回収のみとなりますので、借りている本は指定の
日までに学校の返却箱に入れておいてくださいね。
　返し忘れている本はありませんか？　延滞本のお知らせが
来た人は本を探してみてくださいね。もしもう返したという
場合は、中央図書館までご連絡をお願いします。

★本の返却期限に遅れない　★本に書き込まない
★大きな声で話し続けない　★携帯電話は館外でお
願いします　★本や雑誌のカメラ撮影はご遠慮くだ
さい（著作権の関係）★ものを食べたり飲んだりし
ない　★小さな子どもさんをお連れの方はご配慮お
願いします

マナーアップにご協力をお願いします！

みんなが気持ちよく利用できるよう、
一人ひとりが心掛けましょう！

新年度は 5 月開始です またたくさん借りてね！

心あたりはありませんか？
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豊後大野市総合文化センター ☎ 0974（22）8000
朝倉文夫記念館　　　　　　 ☎ 0974（72）1300
幸寿美術館　　　　　　　　 ☎ 0974（37）3788

いずれも毎週月曜日休館

　朝地町在住の陶
芸家佐藤珠幸さん
が指導している椿
窯陶芸教室生の作
品展。教室生が１
年 間 楽 し く 制 作
した食器、花器な
ど、暮らしのうつわ約100点を展示予定です。
と　き：3月13日(土)〜3月28日(日)　9時〜17時
　　　　※会期中、3/15(月)、23(火)は休館

朝倉文夫記念文化ホールの催し

　土俵に上がるのは子どもたちが作った身長180cmの
巨大紙力士たち。土俵の上でユラユラゆれるユーモラ
スな力士たちの取り組みは見どころ満載！清川子ども
神楽の出演や団子汁の無料サービスもあります。どう
ぞご来場ください。
と　き：３月22日（月･祝）
　　　　13時開場　13時30分〜16時開催
ところ：神楽会館 多目的ホール（清川町）

｢椿窯陶芸教室生 作品展｣
｢どんどこ！巨大紙相撲

豊後大野場所｣

第10回大分アジア彫刻展記念

入場無料

大分アジア彫刻展関連事業

神 楽 オ ペ ラ

躍動感ある華麗な舞が魅力の神楽
透明感あふれるソプラノソロと合唱が織りなす豊かなハーモニー
神話の物語を歌で綴る、豊後大野発の新しい舞台に
あなたも参加してみませんか？

◆参加資格　 歌うことの好きな小学校３年生以上の老若男女で、下記
日程に参加できる方

　　　　　　※ パート別の音源がありますので、譜面の読めない方
も安心してご参加いただけます。

◆講　　師　 中川賢一(指揮)、大森智子(ソプラノ)
　　　　　　白石光隆(ピアノ)、能祖将夫(演出)
◆応募方法　 上記応募用紙（もしくはコピーしたもの）に必要事項を

もれなく記入して、ご本人と確認できる写真を添付の
上、郵送でご応募ください。（応募用紙は、エイトピア
おおのHPからダウンロードができます）

　　　　　　http://www.bungo-ohno.jp/eightpia/
◆ 参 加 費　2,000円
◆ワークショップ日程
　４月９日(金)から毎週金･土曜日（4/22､5/6･13は木曜日もあり）
　本番前日まで全14回　
　(木･金曜日) 18時〜21時 (土曜日) 12時〜16時
　 5月15日･16日は終日
〈本公演〉５月15日(土)･16日(日) エイトピアおおの大ホール(２回公演)
◆応募締切　３月19日(金) 必着

チケット好評発売中

2010年3月19日(金) 19時上映 「風が強く吹いている｣(大野町ロケ)

　　　     20日(土) 10時上映 「おくりびと」
  13時上映 「ディア･ドクター｣(主演 笑福亭鶴瓶)

大人 800円：高校生以下 600円 (当日200円増)(各作品共通／１本券)　料金

日時

入館料：無料

第81回アカデミー賞
外国語映画賞受賞ほか

■詳しいお問い合わせは､エイトピアおおのまで　☎0974-22-8000

SHINWA
～アマテラスとスサノオ～

　障がいのあるメンバーと音楽活動をしている方な
らどなたでも出場できます。
　音楽ジャンルは問いません。最高の舞台でパフォ
ーマンスを見せてください。
※応募者多数の場合、先着順になることもあります。
本番：平成22年８月22日(日)

ほのぼの合唱団募集
　同時にオリジナルテーマ｢きみの歌｣｢つばさをください｣
を合唱していただける福祉施設の皆さん。一緒に合唱して
みたい方募集いたします。（人数は問いません）

ほのぼのおおの
ラブライブ

第
９
回 出演者募集

ほのぼのおおのラブライブに出演してみませんか！

コーラスワークショップ参加者
(合唱出演者) 募集

16市報 ぶんごおおの 2010.3



ら、保護者の作った豚汁を美味しくいただきました。｢幼稚
園が大好き」という園児たちを、地域のたくさんの皆さん
が支え、見守ってくださっているのを感じた一日でした。

桜島大根の収穫
　学校近くの安藤好幸さんの畑をお借りして栽培活動を行
っています。2月2日に、小学生の桜島大根の収穫に園児も
参加。まるで絵本の中の「おおきなかぶ」のようで大喜び
でした。収穫の後は、小学生におでんを作ってもらい食べ
ました。
　安藤さんから野菜について学び、秋にはサツマイモの収
穫も。一年を通してお世話になり、食育にもつながる活動
となりました。

桜
島
大
根

の
収
穫

幼･小のかかわりから〜地域の方々の支援をうけて〜
　長谷幼稚園では、豊かな自然や地域の温かい人間関
係を活かした保育活動を行っています。
　なかでも、併設する長谷小学校とは日ごろからかか
わりが持てる環境にあり、学校行事にも参加していま
す。特に1･2年生とは定期的な交流をするなかでお互い
のよさを認め合っています。小学生がやさしさと思い
やりを持って接してくれるので、園児は尊敬や憧れを
持ちながら小学校生活への期待を膨らませています。
　また、学校行事に参加するなかで地域の方とも深い
かかわりを持つことができています。
　その取り組みを紹介します。

長谷文化祭
　12月６日、長谷小学校最後の文化祭が開かれまし

た。今年は幼稚
園も参加し、小
学生の学習発表
を聞いたり、歌
や踊りを披露し
たりしました。
地域の皆さんの
神 楽 を 観 な が

問い合わせ先 　学校教育課 ☎ 0974-22-1001 （内線 2155）

ふ
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長谷幼稚園（米光かずみ園長：園児数7名)

園児一人ひとりのよさを認め、心たくまし
く心豊かに生きていく力を育成する。
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た

向む
き

に
あ
る
山
ん
神
は
、
大
木
が

朽
ち
て
し
ま
い
、
根
元
に
37
本
の
鉾

が
落
ち
て
い
ま
し
た
。
よ
ほ
ど
多
く

の
鳥
獣
が
獲
れ
た
場
所
な
の
で
し
ょ

う
。

　

現
在
の
猟
師
は
、
獲
物
の
内
臓
を

鉾
に
刺
し
山
ん
神
に
捧
げ
る
よ
う
な

こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
で

も
、
山
ん
神
の
巨
木
の
そ
ば
を
通
る

と
き
は
、
お
参
り
を
し
た
り
お
神
酒

を
捧
げ
た
り
す
る
そ
う
で
す
。

三又の鉾が刺さった山の神
（緒方町尾平）

朽ちた山の神の根元に落ちている鉾
（緒方町滞迫）
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くらしのお知らせ
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

第
21
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

「
シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
短
歌
・

俳
句
・
川
柳
展
」へ
の
作
品
募
集

◆
募
集
期
間

　

３
月
１
日

（月）
〜
３
月
31
日

（水）

◆
展
示
期
間　

　

７
月
７
日

（水）
〜
７
月
11
日

( 日 )

◆
開
催
場
所

　

大
分
市「
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
」

　

ア
ー
ト
ホ
ー
ル
・
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
各
部

門
の
入
選
作
品
各
15
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。）

※�

応
募
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、高
齢

者
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

高
齢
者
福
祉
課 

高
齢
者
福
祉
班

　

☎
０
９
７
４
‐
２
２
‐
１
０
０
１

（
内
線
２
０
９
２
）

大
分
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

参
加
者
募
集

　

参
加
を
希
望
す
る
方
は
、市
役
所

（
各
支
所
）障
が
い
福
祉
窓
口
で
配
布

し
て
い
る
参
加
申
込
書
を
４
月
５
日

（
月
）ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

日
程
・
競
技（
障
が
い
区
分
）な
ど

は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
５
月
22
日

（土）

　

◇
卓
球（
身
体
・
知
的
・
精
神
）

　
　
「
県
身
障
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

　

◇�

ボ
ウ
リ
ン
グ（
身
体
・
知
的
・
精

神
）　
「
Ｏ
Ｂ
Ｓ
ボ
ウ
ル
」

　

◇
ア
ー
チ
ェ
リ
ー（
身
体
）

　
　
「
別
府
市
実
相
寺
」

◆
５
月
23
日

（日）

　

◇
陸
上
競
技（
身
体
・
知
的
）

　
　
「
九
石
ド
ー
ム
」

　

◇�

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク（
身
体
・

知
的
・
精
神
）

　
　
「
九
石
ド
ー
ム
」

　

◇
水
泳（
身
体
・
知
的
）

　
　
「
大
分
市
営
プ
ー
ル
」

※�

そ
の
他
団
体
競
技
に
つ
い
て
は
別

途
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

生
活
支
援
課　

障
が
い
福
祉
班

　

☎
０
９
７
４
‐
２
２
‐
１
０
０
１

（
内
線
２
１
４
５
）

手
話
講
習
会
受
講
者
募
集

◆
日
時　

毎
週
水
曜
日

　
　
　
　

19
時
〜
21
時（
予
定
）

◆
場
所　

市
中
央
公
民
館

◆�

対
象
者　

豊
後
大
野
市
内
に
住
所

を
有
す
る
６
歳
以
上
の
方（
小
・
中
・

高
生
は
保
護
者
の
承
諾
が
必
要
）

◆
課
程

　

入
門
課
程
４
月
〜
９
月（
24
回
）

　

基
礎
課
程
10
月
〜
３
月（
23
回
）

◆
受
講
料　

　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担
）

◆
申
込
期
限　

３
月
19
日（
金
）

 

生
活
支
援
課　

障
が
い
福
祉
班

　

☎
０
９
７
４
‐
２
２
‐
１
０
０
１

（
内
線
２
１
４
２
）

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

　

近
年
、不
法
投
棄
が
多
発
し
て
い

ま
す
。不
法
投
棄
を
発
見
し
た
場
合

は
調
査
を
し
、場
合
に
よ
っ
て
は
警

察
に
通
報
し
ま
す
。投
棄
者
を
特
定

し
た
場
合
は
、法
律
違
反
に
よ
り
厳

し
く
処
罰
さ
れ
ま
す
。市
内
で
も
、処

罰
を
受
け
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　

環
境
美
化
の
た
め
に
も
廃
棄
物
は

正
し
く
分
別
を
行
い
、清
掃
セ
ン
タ

ー
に
出
す
な
ど
し
て
適
正
に
処
理
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

 

環
境
衛
生
課　

環
境
対
策
班

　

☎
０
９
７
４
‐
２
２
‐
１
０
０
１

（
内
線
２
３
４
４
・
２
３
４
５
）

平
成
22
年
度
水
質
検
査
計
画
に
つ
い
て

　

上
下
水
道
課
で
は
、水
道
水
の
安

全
確
認
の
た
め
、水
道
法
に
基
づ
き

毎
月
定
期
的
な
水
質
検
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。水
道
法
の
施
行
規
則
で

は
、新
年
度
に
実
施
す
る
水
質
検
査

の
内
容
に
つ
い
て「
水
質
検
査
計
画
」

を
作
成
し
、需
要
者
へ
公
表
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、上
下
水
道
課
で
は

「
平
成
22
年
度
水
質
検
査
計
画
」を
作

成
い
た
し
ま
し
た
。閲
覧
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、上
下
水
道
課
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

閲
覧
は
３
月
１
日

（月）
か
ら
で
き
ま
す
。

 

上
下
水
道
課　

水
道
班

　

☎
０
９
７
４
‐
２
２
‐
１
０
０
１

（
内
線
２
３
６
４
）

市
道
牛
首
線
矢
田
橋
の

片
側
通
行
規
制
に
つ
い
て

　

現
在
4
ｔ
以
上
の
車
両
の
通
行
を

制
限
し
て
い
る
大
野
町
矢
田
の
市
道

牛
首
線
に
架
か
る
矢
田
橋
は
、平
成

22
年
３
月
１
日
午
後
１
時
か
ら
当
分

の
間
、片
側
通
行
の
規
制
を
実
施
し

ま
す
。車
両
は
道
路
標
示
に
従
っ
て

通
行
し
て
く
だ
さ
い
。詳
細
は
左
記

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

建
設
課　

河
川
道
路
用
地
班

　

☎
０
９
７
４
‐
２
２
‐
１
０
０
１

（
内
線
２
３
２
３
）

鳥
獣
被
害
対
策
講
演
会
の

お
知
ら
せ

　

豊
後
大
野
市
鳥
獣
被
害
対
策
協
議

会
で
有
害
鳥
獣
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

を
お
呼
び
い
た
し
ま
す
。鳥
獣
被
害
で

お
悩
み
の
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

◆
日
時　

３
月
９
日

（火）

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

◆
場
所　

エ
イ
ト
ピ
ア
お
お
の

◆�

講
師　

独
立
行
政
法
人　

農
業
・

食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構　

鳥

獣
害
研
究
チ
ー
ム　

江
口
祐
輔
氏

◆
入
場
無
料

 �

豊
後
大
野
市
鳥
獣
被
害
対
策
協

議
会（
農
林
整
備
課
）

☎
０
９
７
４
‐
２
２
‐
１
０
０
１

（
内
線
２
４
１
８
）

公
立
お
が
た
総
合
病
院
で

乳
腺
外
来
を
始
め
ま
し
た

　

乳
が
ん
は
、日
本
で
年
間
４
万
人

の
女
性
が
診
断
さ
れ
て
お
り
、女
性

の「
が
ん
」の
第
１
位
で
す
。

　

乳
が
ん
を
見
つ
け
る
き
っ
か
け

は
、ほ
と
ん
ど
の
場
合
が「
し
こ
り
」

で
す
。他
に
は「
く
ぼ
み
」や「
ひ
き
つ

れ
」、乳
頭
か
ら
の
血
液
様
の
分
泌
が

見
ら
れ
た
り
し
ま
す
が
、多
く
は
痛

み
を
伴
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、乳
房
の「
し
こ
り
」の
多
く

は
乳
腺
症
と
呼
ば
れ
る
状
態
で
す
の

で
、通
常
は
経
過
を
見
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。乳
が
ん
と
良
性
の「
し
こ

り
」を
ご
自
分
で
区
別
す
る
こ
と
は

困
難
で
す
。乳
腺
専
門
医
の
外
来
受

診
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
診
察
日　

毎
週
土
曜
日

◆
受
付　

９
時
〜
11
時

◆
担
当
医
師

　

大
分
大
学
医
学
部
附
属
病
院

　

乳
腺
外
科　

山
下
真
一
准
教
授

 

公
立
お
が
た
総
合
病
院

　

☎
０
９
７
４
‐
４
２
‐
３
１
２
１
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　スポーツ安全保険は、スポーツ活動、文化活動、ボランティア活動、地域活
動、指導活動等を行う５名以上のアマチュアの団体（社会教育関係団体）を対
象に、活動中の傷害事故および賠償責任を負う事故を補償するものです。
　３月１日(月)より平成22年度分の受付を開始します。

対象となる事故の範囲
　■被保険者の所属する「団体の管理下」における活動中の事故
　■�所属する団体が指定する集合、解散場所と被保険者の自宅との通常の経

路往復中の事故（学校管理下における活動中の事故を除く）
保険期間　平成22年4月1日午前0時から平成23年3月31日午後12時まで

お問い合わせ先  スポーツ安全協会大分県支部 ☎097-552-0400

平成22年度　スポーツ安全保険について

※団体活動を行う５名以上の方々でご加入ください。
　補償内容等、詳しくは財団法人スポーツ安全協会ホームページをご覧ください。
（ホームページアドレス　http://www.sportsanzen.org/　）

【加入区分・掛金】

　

お
お
い
た
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
生
産
環
境
班

　

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
６
３
１

危
険
物
取
扱
者
試
験

◆
日
時　

６
月
27
日

（日） 

10
時

◆
会
場　

県
立
三
重
総
合
高
校

◆
試
験
種
類

　

甲
種
・
乙
種（
全
類
）・
丙
種

◆
願
書
配
布

　

県
下
各
地
域
消
防
本
部
予
防
課
等

◆�

受
付
期
間　

４
月
21
日

（水）
〜
５
月

10
日

（月）（
書
面
申
請
）

　

�
４
月
18
日

（日）
〜
５
月
７
日

（金）（
電

子
申
請
）

◆
願
書
提
出
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

　

�

（財）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大
分

県
支
部

　

〒
８
７
０
‐
０
０
２
３

　

�

大
分
市
長
浜
町
２
丁
目
１
２
の
１

０
昭
栄
ビ
ル
２
階

　

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
０
４
２
７

期
限
内
納
付
と
振
替
期
日

　

平
成
21
年
分
確
定
申
告
分
の
納
付

期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

申
告
所
得
税
の
納
付
期
限

　

３
月
15
日

（月）

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税（
個

人
事
業
者
）の
納
付
期
限

　

３
月
31
日

（水）

　

納
税
は
、お
近
く
の
銀
行（
日
本
銀

行
歳
入
代
理
店
）な
ど
の
金
融
機
関

や
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、税
務
署
の
窓
口

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。振
替
納

税
の
振
替
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

申
告
所
得
税
の
振
替
日

　

４
月
22
日

（木）

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

大
分
県
立
農
業
大
学
校

就
農
準
備
研
修
の
研
修
生
募
集

◆
期
間　

10
カ
月
間

　

平
成
22
年
４
月
22
日

（木）
〜

　

平
成
23
年
２
月
25
日（
金
）

◆
場
所　

大
分
県
立
農
業
大
学
校

◆
定
員　

５
名

◆
受
講
料　

３
０
，０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
研
修
実
費
代
）

◆
申
込
期
間

　

２
月
４
日

（木）
〜
３
月
18
日

（木）

◆�

申
込
み
先　

豊
肥
振
興
局 

生
産

流
通
部 

企
画
流
通
班

　

☎
０
９
７
４
‐
６
３
‐
３
１
７
７

 

大
分
県
立
農
業
大
学
校 

研
修
部

　

☎
０
９
７
４
‐
２
２
‐
７
５
８
３

有
機
農
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
修
会
開
催

〜
有
機
農
業
を
は
じ
め
よ
う
！
〜

◆
日
時　

　

3
月
14
日

（日）  

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

◆
場
所　

市
中
央
公
民
館　

講
座
室

◆
内
容

基
調
講
演

　
「
失
敗
の
数
だ
け
人
生
は
楽
し
い
」

　

百
姓
百
作

　

〜
田
ん
ぼ
の
多
様
な
生
産
力
〜

　

合
鴨
農
法
の
草
分
け 

古
野
隆
雄
氏

実
践
事
例
発
表

　

新
規
就
農
支
援
に
つ
い
て
紹
介

◆
参
加
料　

無
料

 �

お
お
い
た
有
機
農
業
推
進
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
務
局

　

☎
０
９
７
‐
５
６
７
‐
２
６
１
３

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税（
個

人
事
業
者
）の
振
替
日

　

４
月
27
日

（火）

 

三
重
税
務
署

　

☎
０
９
７
４
‐
２
２
‐
１
０
１
５

無
料
労
働
な
ん
で
も
相
談

◆
日
時　

3
月
9
日

（火） 

11
時
〜
15
時

◆�

場
所　

豊
肥
振
興
局
豊
後
大
野
事

務
所
31
会
議
室（
三
重
町
）

※�

電
話
相
談
可（
労
働
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
３
０
４
０

 

県
労
政
・
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
３
５
１

在
留
外
国
人
無
料
法
律
相
談

◆�

日
時　

３
月
17
日

（水） 

13
時
〜
16

時（
毎
月
第
３
水
曜
日
）

◆�

場
所　

ｉ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
ｋ
ｏ
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
地
下
１
階　

国
際
交
流
プ
ラ
ザ

 

国
際
交
流
プ
ラ
ザ

　

☎
０
９
７
‐
５
３
３
‐
４
０
２
１

農
林
水
産
情
報
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
の「
流
通
加
工
業
者
モ
ニ
タ
ー
」

お
よ
び「
消
費
者
モ
ニ
タ
ー
」の
募
集

　

農
林
水
産
行
政
を
円
滑
に
推
進

す
る
た
め
、ア
ン
ケ
ー
ト
や
情
報
交

流
会
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。今

回
、右
記
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。詳
細

は
、大
分
農
政
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（h
ttp

://w
w

w
.m

a
ff.g

o
.jp

/
kyusyu/o

ita/ind
ex.htm

l

）

 

大
分
農
政
事
務
所 

農
政
推
進
課

　

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
６
１
３
１

中
小
企
業
に
お
勤
め
の

従
業
員
の
皆
さ
ま
へ

　

本
年
３
月
分
か
ら
、大
分
県
の
適
用

事
業
所
の
保
険
料
率
が
変
り
ま
す
。

健
康
保
険
料
率

　

８
．２
３
％
か
ら
９
．３
８
％

介
護
保
険
料
率

　

１
．１
９
％
か
ら
１
．５
０
％

　

健
康
保
険
料
率
と
介
護
保
険
料
率

は
労
使
折
半
と
な
り
ま
す
。40
歳
か

ら
64
歳
ま
で
の
方
は
、
健
康
保
険
料

率
に
介
護
保
険
料
率
が
加
わ
り
ま
す
。

　

任
意
継
続
加
入
者
の
方
は
、４
月

分
の
納
付
か
ら
変
り
ま
す
。

 

全
国
健
康
保
険
協
会
大
分
支
部

　

☎
０
９
７
‐
５
１
４
‐
３
０
７
７

古
い
電
話
帳
の
回
収
・
紙
資
源
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を
！

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、古
い
電
話

帳
を
回
収
し
ま
す
。新
し
い
電
話
帳

を
お
届
け
し
た
際（
４
月
中
配
達
）、

古
い
電
話
帳
を
配
達
員
に
お
渡
し
く

だ
さ
い
。ご
不
在
の
場
合
は
タ
ウ
ン

ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
２
０
‐

５
０
６
‐
３
０
９
）へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。後
日
回
収
い
た
し
ま
す
。

 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
番
号
情
報 

㈱
九
州
支
店

　

☎
０
９
２
‐
７
３
３
‐
２
７
７
６

加入対象者 補償される団体活動等 加入区分 年間掛金
(1人当り)

子　ど　も 
中学生以下

特別支援学校
高等部の生徒
を含む　　　

スポーツ･文化･ボランティア･地域活動 Ａ１ 600円

上記団体活動に加え、個人活動も対象
ＡＷ 1,150円

上記以外（個人活動･個人練習など)

大　

人

高校生以上
65歳以上でも
加入できます

文化・ボランティア・地域活動、団体
員の送迎、応援、準備、片付け Ａ２ 600円

スポーツ活動 
スポーツ活動の指導 Ｃ 1,600円

子どものスポーツ活動の指導限定 ＡＣ 1,100円

65歳以上 スポーツ活動 Ｂ 800円

全　年　齢 危険度の高いスポーツ活動 Ｄ 9,000円
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　前回、医療者の説明内容についての疑問点がある
場合には、患者様が十分に質問や思いを述べること
が必須になりますと述べました。私たちが説明の現
場でよく患者様から言われるのは「よく分かりませ
んので、お任せいたします」という言葉です。そうな
ると医師としては説明責任が果たせていないことに
なり、さらに説明をするために、どこが分かりにくい

のか、治療方法なのか、治療の結果なのか、説明方法
なのか、さらに質問して欲しいのです。「お任せいた
します」は、せっかく歴史のなかで確保された、「お
任せ」から「自分で決める」という患者様の権利を無
駄にすることになります。医師の説明を聞き、自分
や周りの方たちとも相談して「分かりました、こう
します」と自分で決めて欲しいと思います。

医師会だより 2� ｢地域を守る医療体制のありかた 21 ｣

連絡先／豊後大野市医師会理事　坪山明寛　☎0974-22-7700

地球温暖化防止に努めましょう！（家庭でできる取り組み⑳）

　私たちの生活を見直し、少しでも温室効果ガス（CO2）の排出を減らすために、家庭でできる取り組み
を紹介します。温暖化防止のためにできることから始めてみましょう。

◆問い合わせ先／環境衛生課　☎0974-22-1001（内線2344）

平成21年度 行政相談日程表

◆問い合わせ先／大分行政評価事務所 行政相談課
　　　　　　　　☎097-532-3715

会場名 相　談　日 時　間 場　　　所
三 重 ３月15日(月) ９時〜12時 市 中 央 公 民 館
清 川 ３月10日(水) 13時〜16時 神 楽 会 館
緒 方 ３月９日(火) ９時〜11時 緒方すこやかセンター
朝 地 ３月10日(水) ９時〜12時 朝 地 支 所
大 野 ３月23日(火) ９時〜12時 解 放 会 館
千 歳 ３月11日(木) ９時〜12時 千 歳 公 民 館
犬 飼 ３月19日(金) ９時〜12時 犬 飼 支 所

<外出時も省エネ>
　春になると暖かくなり、外出の機会が多くなります。
外出時も地球温暖化防止を心がけて、環境に配慮した
エコカーを所有の方もいらっしゃいますが、現在所有
の車でも環境にやさしい運転ができます。
1．発進時は「ふんわりアクセル」を心がけて
　｢ふんわりアクセル｣とは、発進から5秒ほどで時速
20㎞に到達するほどゆっくり加速することをいいます。
ゆっくり加速することでCO2の削減につながります。
2．早めのアクセルオフ
　赤信号で停止する時など、急ブレーキをかけないよ

う早めのアクセルオフを行い、エンジンブレーキを活用
しましょう。急ブレーキを減らすことでCO2の削減につな
がります。
◇ 3月3日(水)、大分県では県

下一斉ノーマイカーデーを
実施します。家庭でも仕事
でもふんわりアクセルや目
的地までの相乗り、公共交
通機関を利用するなど、地
球温暖化防止にご協力くだ
さい。

　環境保全効果の高い多様な農業生産方式の導入が、
農業経営に及ぼす影響やその効果について調査・分析
を行うことを目的に農家モニターを募集しています。
　○農家モニターにお願いすること
　　・環境保全効果の高い農法に取り組むこと
　　・記録・記帳をしっかりとすること
　○農家モニターには調査協力費を支給
　○ ただし、すでに環境保全型農業に取り組んでいる

ほ場（営農活動支援交付金の対象ほ場）は対象外

問  農林水産省生産局農業環境対策課資源循環推進班
　  ☎03-3593-6495(直通) FAX03-3502-0869

環境保全型農業の農家モニター

　最近、高圧線の近くでの伐採作業
等による停電が発生しています。感
電の恐れもありますので、作業の際
は十分にご注意ください。

問い合わせ先
　九州電力　三重営業所
　☎0120-986-505

募集！

今
日
は
、

公
共
機
関
で…

身近なことから CO ２削減。マイバッグを利用しましょう！

電線近くの伐採にご注意ください!!
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公営住宅等の入居者を下記の要領で募集します。

求人情報 ハローワーク豊後大野 平成22年2月18日現在

問い合わせ先　ハローワーク豊後大野　☎0974-22-8609

①物品販売及び接客(豊後大野市)12万円　②大型ユニック運転手(豊後大野市)21万円〜30万円
③ホームヘルパー(豊後大野市)12万円〜13万円　④歯科衛生士(豊後大野市)16万円〜19万円　
⑤作業員(豊後大野市)12万円〜15万円　⑥介護福祉士(豊後大野市)14万円〜17万円　⑦事務員
(豊後大野市)12万円〜13万円　⑧正・准看護師(豊後大野市)14万円〜15万円　⑨診療放射線技
師(豊後大野市)21万円　⑩食肉製造(パート・豊後大野市)760円　⑪たい焼き製造販売(パート・
豊後大野市)700円　⑫組立・検査(パート・豊後大野市)650円〜700円　⑬ホームヘルパー(パー
ト・豊後大野市)750円〜950円　

住　　宅　　名 住　所 建設年度 戸　数 規　格 家　　賃（円） 申込区分
中 原 住 宅 大野町 S54 １戸 4K 11,800 〜 17,600 Ａ

市 原 住 宅
三重町

S50 〜 51 １戸 2DK 11,000 〜 17,500

Ａ・Ｃ

S52 〜 53 ２戸 4K 14,700 〜 22,200
東 営 住 宅 H9 １戸 2DK 20,300 〜 30,300

上 津 尾 住 宅
犬飼町

S48 〜 54
１戸 3K 8,900 〜 13,200
３戸 3DK 8,900 〜 14,900

久 原 住 宅 H21 ８戸 2DK 22,600 〜 33,700
黒 峰 住 宅

清川町
S60 ２戸 3DK 12,200 〜 18,100

Ａ・Ｄ柳 井 田 住 宅 H3 １戸 3DK 15,400 〜 22,900
久 原 住 宅 犬飼町 H21 ４戸 3DK 29,200 〜 43,400
市 原 住 宅

三重町
S50 １戸 2DK 7,100 〜 10,600

Ａ・Ｅ
東 営 住 宅 H9 １戸 2DK 20,300 〜 30,300

　

平
成
18
年
４
月
１
日
の
地
方
振
興
局

再
編
に
伴
う
暫
定
措
置
と
し
て
、４
年
間

に
限
り
開
設
さ
れ
た
豊
肥
振
興
局
豊
後

大
野
事
務
所
で
の
パ
ス
ポ
ー
ト
発
給
と

簡
易
な
申
請
・
届
出
に
関
す
る
受
付
窓
口

が
、平
成
22
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
廃
止

さ
れ
ま
す
。

　

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
狩
猟
免
許

関
係
事
務
や
電
気
工
事
士
免
状
交
付
な

ど
の
窓
口
は
、豊
肥
振
興
局
に
移
転
し
ま

す（
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
市
町
村
移
譲
済

（
ま
た
は
予
定
）の
事
務
を
除
く
）。

　

ま
た
、豊
後
大
野
事
務
所
水
利
耕
地
部

は「
豊
後
大
野
水
利
耕
地
事
務
所
」に
再

編
予
定
で
す
。

　

な
お
、地
域
の
農
林
水
産
業
後
継
者
や

女
性
団
体
が
、研
修
や
会
議
を
行
え
る
ス

ペ
ー
ス「
担
い
手
プ
ラ
ザ
」（
豊
後
大
野
総

合
庁
舎
内
）は
、従
来
ど
お
り
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。詳
細
は
振
興
局
の
普
及
指

導
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

豊
肥
振
興
局　

総
務
部
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７
４
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６
３
‐
１
１
７
１

　

担
い
手
プ
ラ
ザ
の
問
い
合
わ
せ

　
　

豊
肥
振
興
局　

農
山
村
振
興
部

　
　

☎
０
９
７
４
‐
６
３
‐
１
１
７
２

　
　

豊
肥
振
興
局　

生
産
流
通
部

　
　

☎
０
９
７
４
‐
６
３
‐
３
１
７
７

県
地
方
事
務
所
の

業
務
内
容
が
変
り
ま
す

■市営住宅（低所得者層向け）

住　　宅　　名 住　所 建設年度 戸　数 規　格 家　　賃（円） 申込区分
石 田 住 宅 朝地町 H14 １戸 3LDK 42,000

Ｂ・Ｄ
そよかぜ田園住宅 緒方町 H15 １戸 3LDK 48,000

■市営特定公共賃貸住宅（中堅所得者層向け）

■申込区分
A　�世帯全員の年間所得合計金額から控除額を引いた年間所得合計金
額が189万6千円以下であること(世帯の状況に応じて異なります)

B　�世帯全員の年間所得合計金額から控除額を引いた年間所得合計金
額が189万6千円を超え、584万4千円以下であること(世帯の状況
に応じて異なります)

C　�現に同居し、または同居しようとする親族があること(入居者が60
歳以上又は身障者手帳等をお持ちの方は単身入居可能)

D　現に同居し、または同居しようとする親族があること
E　�入居者及び同居者に身障者手帳等をお持ちの方がいること。もし
くは、入居者及び同居者に60歳以上の方がいること。(入居者が
60歳以上又は身障者手帳等をお持ちの方は単身入居可能)

■申込資格
ア　現に住宅に困っていることが明らかなこと(持ち家がないこと)
イ　県税、市税等の滞納のないこと
ウ　�入居者または、同居しようとする親族が、暴力団員による不当な
行為の防止等に関する法律(平成3年法律第77号)第2条第6号に規
定する暴力団員でないこと(申込み時に誓約書の提出)

■入居要件
　入居時に敷金(入居時家賃額の3ヶ月分)の納付及び連帯保証人(原
則として市内在住者)が2名必要です。
■申込方法
　本庁建設課または各支所産業建設課に備えている申込用紙に必
要事項を記入の上、必要書類を添えて提出してください。
　なお、応募者多数の場合は公開抽選になります。
　また、応募規定によりお断りする場合もございますので、あら
かじめご了承下さい。
※�なお、申込み方法や収入基準などの詳細については、担当課に

お問い合わせください。
■募集期間
3月4日(木)〜3月11日(木)　8時30分〜17時まで
※土・日曜日、祝・祭日を除く
■公開抽選及び入居説明会
○日時　3月15日(月)　13時30分〜
○場所　豊後大野市役所　第2庁舎2階会議室
※時間に来ていない場合は辞退とみなします。
問い合わせ先

　建設課　☎0974-22-1001(内線2352・2353)
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みんな
ひろば
みんな
ひろば

の

　市民の皆さんが行う活動の参加者・会員
の募集、またイベントの周知など、いろいろな
情報を掲載します（営利目的のものなどは掲
載できません）。皆さんからの情報をお待ち
しています（紙面の都合で掲載できないこと
もありますので、ご了承ください）。

問〒879ｰ7198
　豊後大野市三重町市場 1200 番地
　豊後大野市役所  企画調整課  広報班
　☎0974ｰ22ｰ1001 （内線 2027）

［
１
月
中
届
出
・　
　
　
　
　
　

「　

」内
は
保
護
者　

敬
称
略
］

【
三
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】

●
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ゆ
な)
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真
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朝
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の
ぞ
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「
耕
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・
あ
ゆ
み(

三
重
原)｣

●
衞
藤　

紗
瑛(

さ
え)

「
将
剛
・
陽
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三
重
原)｣

●
藤
島　

美
空(

み
く)

「
登
・
エ
リ
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三
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●
生
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奏(
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か
な)

「
和
孝
・
志
鶴(

上
小
坂)｣

●
佐
保　

結
羽
愛(

ゆ
う
あ)

「
龍
一
郎
・
希
美(

東
営
住
宅)｣

●

良　

明
眞(

あ
す
ま)

「
直
人
・
美
紀(
東
営
住
宅)｣

●
新
田　

一(

は
じ
め)

「
義
之
・
夕
紀
子(

中
玉
田)｣

●
首
藤　

釉
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ゆ
づ
き)

「
星
峰
・
由
仁(

深
田)｣

【
緒
方
】

●
髙
山　

景
慧(

え
い
け
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「
佳
士
・
美
樹(

下
自
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●
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は
る
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「
正
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・
愛
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野
仲)｣

【
大
野
】

●
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藤　

優
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ゆ
う
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「
政
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・
美
紀(
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●
小
野　

美
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み
さ
き)

「
陽
一
・
美
穂(

後
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北)｣

【
千
歳
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佳
乃(

よ
し
の)

「
淳
一
郎
・
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や(

中
部)｣

【
犬
飼
】

●
後
藤　

優
希(

ま
さ
き)

「
広
樹
・
裕
子(

津
留)｣

●
吉
田　

莉
愛
羅(

り
あ
ら)

「
周
平
・
理
恵(

下
山
奥)｣

●
小
野　

柚
季(

ゆ
ず
き)

「
貴
之
・
幸
代(

久
原
上)｣

●
清
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せ
い
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「
明
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原
住
宅)｣

●
足
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純
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す
み
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啓
太
郎
・
朱
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細
口)｣

［
１
月
中
届
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◆日時　３月21日(日） 
　　　　13時〜16時
◆出演団体
　◇大分県神社庁
　　  豊後大野俚楽会所属
　　  深山流朝地神楽保存会
　◇板井迫神明社神楽座
　◇宮処野神社付属楽員
◆入場料
　一　　　般　1,000円（当日1,500円）
　中学生以下　  500円（当日1,000円）
◆販売場所
　�神楽会館･エイトピアおおの･市内各

公民館･ローソンチケット
◆問い合わせ先
　神楽会館　☎0974-35-2372

神楽会館 一般公演

◆期間　４月４日(日)〜11日(日)
◆時間　９時〜17時
◆場所　俚楽の郷（緒方町）
◆入場料　無料
◆問い合わせ先
　俚楽の郷 ☎0974-42-4822

「陶芸展」俚楽の郷

◆日時　３月25日(木)　13時
◆場所　エイトピアおおの
◆入場料　無料
◆講師
　国立歴史民俗博物館  広瀬和雄教授
◆問い合わせ先
　豊後大野市古墳文化を考える会(渡辺)
　☎0974-22-0487

前方後円墳国家と
豊後大野の古墳

講
演

豊後大野市
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1 月
2 火
3 水
4 木
5 金 宝くじ文化講演会／草野仁（18時30分　エイトピアおおの）
6 土 新庁舎建設に係る市民座談会（19時　朝地公民館ホール）

7 日

緒方町公民館文化教室合同閉級式（緒方公民館）／朝地町公民館フェスタ及び合同閉級式（朝地公民館）
千歳町生涯学習推進大会（千歳公民館）／犬飼公民館学習発表会（犬飼公民館）　
豊後大野市軟式野球大会（  8  時　千歳グラウンド）／上緒方小学校閉校記念式典（  9  時30分　上緒方小学校）
新庁舎建設に係る市民座談会（19時　緒方公民館ホール）

8 月 新庁舎建設に係る市民座談会（19時　市隣保館1階会議室）
9 火 行政相談（  9  時〜11時　緒方すこやかセンター）

10 水
行政相談（13時〜16時　神楽会館／  9  時〜12時　朝地支所）
緒方町高齢者大学閉級式（  9  時　緒方公民館ホール）
新庁舎建設に係る市民座談会（19時　千歳公民館ホール）

11 木 行政相談（  9  時〜12時　千歳公民館）
新庁舎建設に係る市民座談会（19時　犬飼公民館ホール）

12 金 緒方小学校閉校式（13時　緒方小学校体育館）
13 土 中央公民館生涯学習まつり（市中央公民館）
14 日 豊後大野市げんき講演会（13時30分　エイトピアおおの大ホール）
15 月 行政相談（  9  時〜12時　市中央公民館）
16 火
17 水
18 木 不動産に関する無料相談（  9  時〜12時　市中央公民館）
19 金 行政相談（  9  時〜12時　犬飼支所）
20 土
21 日 力士づくりワークショップ（①10時 ②14時　神楽会館）
22 月 どんどこ！巨大紙相撲 豊後大野場所（13時30分　神楽会館）
23 火 行政相談（  9  時〜12時　市隣保館）
24 水

25 木 講演　前方後円墳国家と豊後大野の古墳
（13時　エイトピアおおの／講師　国立歴史民俗博物館　広瀬和雄教授）

26 金
27 土 真名野長者まつり（10時　内山観音（雨天は28日に順延））
28 日 三重町さくらロードレース大会（  9  時　市中央公民館前）
29 月
30 火
31 水

※行事については2月18日現在で決定されているものを掲載しています。

3月  March

ミニバレー大会
◆日　　時　３月７日(日)　14時〜17時
◆場　　所　三重体育館
◆会　　費　会員500円　非会員1,000円

いちご＆さくら狩り
◆日　　時　３月27日(土)13時〜18時
◆集合場所　春koi館（三重町赤嶺1226-4）
◆会　　費　会員　1,000円　非会員　2,000円
対象は20歳以上の独身男女です。
詳しくは下記へお問い合わせください。

◆問い合わせ先
　春koi館　☎0974-22-8838

４月上旬の予定
●３日(土) 〜18日(日）
　チューリップフェスタ2010
●３日(土)
　第８回あかいやねと桜まつり
　　10時〜
　　 三重町松尾 南小学校跡地
●４日(日)　
　第23回御嶽流神楽大会
　　８時30分〜 
　　清川町 神楽の里 能場公園

春koi館 (結婚応援広場)
（豊後大野市委託事業）

雇用促進独身男女出逢い応援事業

市隣保館では、心のふれあいを目的に｢ふれあい教室｣を開催しています。
22年度教室生を下記のとおり募集しますので、お気軽にご応募ください。

隣保館「ふれあい教室」生徒募集

◆日時　毎月１回第２火曜日
　　　　９時30分〜13時
◆定員　25名（受付順）
◆年会費　2,500円

料理教室
◆日時　毎月１回第２水曜日
　　　　19時〜21時
◆定員　30名（受付順）

絵手紙教室

◆日時　毎月１回第３水曜日
　　　　19時〜21時
◆定員　30名（受付順）
◆その他　道具持参

書道教室
◆日時　毎月１回第４水曜日
　　　　19時〜21時
◆定員　30名（受付順）
◆年会費　1,000円

手芸教室

※各教室とも５月からで、年10回の開催。申込締切は4月23日。
◆問い合わせ先　市隣保館（解放会館）☎0974-34-3603

CINEMA8 (映画鑑賞) エイトピアおおの
●３月19日(金) 19時「風が強く吹いている」
●３月20日(土) 10時「おくりびと」
　　　　　　　 13時「ディア・ドクター」

椿窯陶芸教室生作品展
●3月13日(土)〜28日(日)
●朝倉文夫記念文化ホール
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豊肥地域の日曜日･祝日の小児科医師外来当番

当 番 日 医 療 機 関 名 電 話 番 号

3月 7 日(日) 公立おがた総合病院（緒方町） 0974-42-3121

14日(日) 大 分 県 立 三 重 病 院（三重町） 0974-22-7700

21日(日) 公立おがた総合病院（緒方町） 0974-42-3121

22日(月) 大 分 県 立 三 重 病 院（三重町） 0974-22-7700

28日(日) み や わ き 小 児 科（三重町） 0974-24-0230

4月 4 日(日) 公立おがた総合病院（緒方町） 0974-42-3121

　豊後大野市の皆さんこんにちは！ 緑のふるさと協
力隊の板谷大河です。協力隊の活動は今月で最後とな
りました。
　都市部に生まれ育った私にとって、この１年は本当に特別な時間でした。
農作業の手伝いや神楽の練習、祭りの準備、地元の方々との触れ合いなど、
すべてが新鮮で貴重な体験でした。また、耕作者の高齢化や担い手不足に

よる田畑森林の荒廃など、今の農山村の問題を肌で
感じることができました。「行政と住民との危機感
の共有」が地域活性化の第一歩だと思います。一人
ひとりの力で豊後大野市を盛り上げて行きましょう。
　私は協力隊活動終了後も豊後大野市に残り、町の
活性化に力を注いでいこうと思っています。見かけ
た時は気軽に声を掛けてください！
　それでは１年間本当にありがとうございました。
そしてこれからも「緑のふるさと協力隊」をよろし
くお願い致します。

納税等のご案内
保育料、認定こども園利用料、給食
費、住宅等使用料、水道料金、農業
集落排水施設使用料、下水道使用料、
浄化槽使用料、ケーブルテレビ使用
料、養護老人ホーム入所負担金、や
すらぎ団地土地使用料、市営駐車場
使用料、市有地貸付料
　　納 期 限　３月31日(水)
　　口座振替　３月25日(木） 
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編集後記

発行／豊後大野市　　編集／企画部企画調整課
〒879－7198　大分県豊後大野市三重町市場1200　TEL 0974(22)1001　FAX 0974(22)3361
豊後大野市ホームページアドレス　http://www.bungo-ohno.jp/　

当 番 日 医 療 機 関 名 電 話 番 号

3月 7 日(日) 杉 山 歯 科 医 院 ( 野 津 町 ) 0974-32-2167

14日(日) 杉 山 歯 科 医 院 ( 犬 飼 町 ) 097-578-0101

21日(日) 高 倉 歯 科 医 院 ( 緒 方 町 ) 0974-42-3622

22日(月) フ レ ン ド 歯 科 医 院 ( 三 重 町 ) 0974-22-8828

28日(日) 橋 本 歯 科 医 院 ( 緒 方 町 ) 0974-42-2515

歯科休日当番医院

※�当番病院については、やむを得ず変更になる場合がありますので、緊急の場合は、受診され
る医療機関に電話等でお確かめください。

※�土曜日については、他の医療機関でも小児科診療を行っているところがあります。あらかじ
め医療機関に電話等でお確かめください。

※�当番表は豊肥保健所ホームページ（http://www.pref.oita.jp/12086）にも掲載しています。

受付時間 8時30分～11時30分 診療時間 9時～12時

☆�市内や市出身者の方々の紹介や、思いなどを掲載しています。自薦他薦は問いません。
400字程度の原稿とご自身の写真を添えて広報班まで送ってください。

野犬の捕獲日
  １日(月)緒方･清川･三重
  ３日(水)朝地･大野･千歳･犬飼
  ８日(月)緒方･清川･三重
10日(水)朝地･大野･千歳･犬飼
15日(月)緒方･清川･三重
17日(水)朝地･大野･千歳･犬飼
24日(水)朝地･大野･千歳･犬飼
29日(月)緒方･清川･三重
31日(水)朝地･大野･千歳･犬飼
【問い合わせ先】
　豊肥保健所 TEL0974-22-0162

猫の引取日
３日(水)､17日(水)　14時〜15時
【問い合わせ先】
　豊肥保健所 TEL0974-22-0162

無料相談のご案内
■消費者苦情相談
　毎週月〜金曜日　９時〜17時
　�豊後大野市商工観光課または各

支所産業建設課
■家事・民事出張相談
　●家事調停等　10日(水)
　　時間：9時30分〜15時30分
　　場所：市中央公民館

【問い合わせ先】
　大分地方裁判所竹田支部
　☎ 0974-63-2040
■不動産に関する相談
　日時：18日(木）９時〜12時
　場所：市中央公民館
　※電話相談できます

【問い合わせ先】　総務課総務班
　☎ 0974-22-1001( 内線 2023）

●人　口　41,052人 （−37人)
●　男　　19,064人 （−21人)
●　女　　21,988人 （−16人)
●世帯数　16,429世帯(±0世帯)

平成21年1月31日現在(　)内は前月比

　閉校する各学校それぞれに特色
があり、地域とともに長い歴史を歩
んできたのだなと感じます。
　子どもたちが新しい環境でのび
のびと過ごし、学習を始めいろいろ
なことを学んでほしいと
願っています。

神奈川県　横浜市出身。
自給的コミュニティや自然に近い暮らしを夢見て協力隊へ志願。
趣味はブログの更新。特技は神楽になりました。

プロフィール

すべてが
　　新鮮な体験
大野町

板 谷  大 河さん(23歳)

3月
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